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序

　「浦幌町立博物館紀要」第14号をお届けします。2013（平成25年）年度の浦幌町

立博物館の調査研究活動の成果と常日頃から本館の活動に何かとご指導ご協力をい

ただいている方々の報文、論文、解読などを取りまとめ、第14号といたしました。

　さて、地域における博物館を取り巻く環境は依然として厳しいものがありますが、

博物館はその存在理由を明確に地域社会に示すとともに、時代の流れや地域課題に

沿った活動が求められてきております。

　このような状況の中で、博物館としての理念や目的を真剣になって問い直すこと

が必要になってきており、博物館事業の根幹をなす調査研究や地域に密着した博物

館活動をどのようにして継続していくかが大きな課題となっています。

　本町では、浦幌町教育の日が制定され、近年、学校支援ネットワークの活動や小

中一貫教育やコミュニティスクール実施に向けての調査研究など学校・地域・家庭

が連携して地域総ぐるみで教育活動を行う「うらほろスタイル教育」が展開されて

おります。

　今後、生涯学習施設である博物館の人づくりまちづくりに果たす役割は益々大き

くなってまいります。その活動の一部であるこの紀要は、広く論文や報告を収録す

るために創刊されたもので、1972年に創刊された「浦幌町郷土博物館報告」を起源

として現在まで半世紀に亘り毎年発刊されております。今後も博物館資料の調査研

究に限らず、幅広い編集を目指して参りたいと考えております。

　結びになりますが、当「紀要」発刊にあたり平素より本館の管理運営に格別のご

指導・ご協力を賜っています多くの皆様に深甚なる敬意と感謝を申し上げごあいさ

つといたします。

　　2014年３月

浦幌町立博物館長　佐　藤　芳　雄
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浦幌町立博物館所蔵の2013年度採集の蝶標本

荒　　川　　和　　子

浦幌町立博物館所蔵の2013年度採集の蝶標本

整理番号 受入番号 点数 計測値          採集地 採集年月日 採集者

1139 2014- 11 1 80 北海道十勝郡浦幌町森林公園 2013.6. 4 荒川和子
1140 2014- 12 1 90 北海道十勝郡浦幌町森林公園 2013.6.24 荒川和子
1141 2014- 13 1 123 北海道十勝郡浦幌町南町 2013.8.15 干場雄心
1142 2014- 14 1 117 北海道十勝郡浦幌町南町 2013.8.16 干場雄心

シロチョウ科　Ｐieridac
モンシロチョウ　Ｐieris（Ａrtogeia) rapae　LINNAEUS

1143 2014-  1 1 46 北海道十勝郡浦幌町南町 2013.8.19 荒川和子
1144 2014-  2 1 48 北海道十勝郡浦幌町南町 2013.9.27 干場雄心
1145 2014-  3 1 50 北海道十勝郡浦幌町南町 2013.10.6 干場雄心

モンキチョウ　Ｃolias（Ｃolias）erate　ESPER
1146 2014-  4 1 43 北海道十勝郡浦幌町南町 2013.9.27 干場雄心
1147 2014-  5 2 43～45 北海道十勝郡浦幌町南町 2013.10.6 干場月菜

エゾスジグロシロチョウ　Ｐieris（Ａrtogeia) napi　LINNAEUS
1148 2014-  6 3 38～46 北海道十勝郡浦幌町森林公園 2013.6. 4 荒川和子

道 常豊信 荒

アゲハチョウ科　Ｐapilionidae
ミヤマカラスアゲハ  Ｐapilio　maackii　MENETRIES

1149 2014-  7 1 50 北海道十勝郡浦幌町常豊信号所 2013.7.13 荒川和子
1150 2014-  8 1 52 北海道十勝郡浦幌町南町 2013.8.19 荒川和子

1151 2014-  9 2 38 北海道十勝郡浦幌町森林公園 2013.6. 4 荒川和子

1152 2014- 10 1 38 北海道十勝郡浦幌町森林公園 2013.6. 4 荒川和子

1153 2014- 15 1 29 北海道十勝郡浦幌町森林公園 2013.6.24 荒川和子
1154 2014- 16 2 26～31 北海道十勝郡浦幌町活平 2013.7. 1 荒川和子
1155 2014- 17 1 29 北海道十勝郡浦幌町森林公園 2013.7. 2 荒川和子

タテハチョウ科　Ｎymphalidac
ウラギンヒョウモン　Ｆabriciana　adippe　LINNAEUS

1156 2014- 18 2 52～55 北海道十勝郡浦幌町森林公園 2013.7. 7 荒川和子
1157 2014- 21 1 58 北海道十勝郡浦幌町南町 2013.9.12 干場雄心

1158 2014- 19 1 64 北海道十勝郡浦幌町南町 2013.8.19 荒川和子
1159 2014- 20 1 60 北海道十勝郡浦幌町南町 2013.8.29 荒川和子

ギンボシヒョウモン　Ｓpeyeria  (Ｍesoacidalia)  aglaja   LINNAEUS

エゾヒメシロチョウ　Ｌeptidea  morsei  FENTON

ツマキチョウ  Ａnthocharis  scolymmus   BUTLER

セセリチョウ科　Ｈesperiidae
コチャバネセセリ　Ｔhoressa　vaeia   MURRAY
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浦幌の外来種における新知見

　浦幌町立博物館紀要第13号（2013年3月31日発行）に「浦幌の外来種を考える」と題して、北海
道ブルーリストをもとに浦幌の外来種を紹介した。その中のカブトムシとミンクについて2013年
に確認された事柄について紹介する。

カブトムシ（カテゴリー区分　Ａ２）
　2012年7月30日に留真で1♂を採集したこと、数年前から瀬多来に定着しているようであること
は同紀要に記したところである。
　2013年8月に、ヒグマの調査に来町していた日本大学の鈴木晋悟君から旧常室小学校の街灯に複
数のカブトムシが飛来しているとの情報が寄せられた。同月16日の夜に行ってみると、地上にカ
ブトムシの死骸を確認した。
　十勝毎日新聞（2013年10月13日）では「カブトムシ十勝に定着」との大見出しで、生育状況な
どと果樹などへの食害や生態系への影響が懸念されると報じられた。

ミンク（カテゴリー区分　Ａ１、外来生物法の特定外来生物）
　紀要第13号でウチダザリガニやアライグマとともに浦幌町への侵入も十分に考えられると記した。
　2013年3月20日に、豊北でその姿を確認した。犬に追いか
けられたらしく道路脇の木に登って難を逃れていた。午前10
時頃に発見され、午後1時過ぎに地上に降り、排水路の雪の
下に出来た空洞に潜り込んだ。	 	
　野口昌靖さんによると1963年頃から7年間位、豊北地区（ト
イトッキ沼付近）でミンクの飼育が行なわれていたとのこと。
野口さんは「生き残りかもしれない」と話していた。

おわりに

　チョウ類のウラナミシジミは、房総半島南部以南に分布している。春から秋にかけて世代を繰
り返し北上するが、越冬できずに死滅する。北海道でも越冬できず生息はしていないが、台風に
乗って飛来することもあり、地球温暖化が進むと外来種として定着する日が来るかもしれない。
人間活動の影響以外でも日々変化しているのが自然であり、地球である。変化する生態系にも気
を付けたい。情報を提供していただいた鈴木君、野口さんに感謝申し上げる。

参考文献

白水　隆（2011）「日本産蝶類標準図鑑」　第３刷
円子紳一（2013）「浦幌町の外来種を考える」［浦幌町立博物館紀要第13号］
浦幌町百年史編さん委員会（1999）「浦幌町百年史」

浦幌町の外来種を考える（２）

円　子　紳　一

豊北で確認されたミンク
（2013年3月20日撮影）
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はじめに
　ヒグマUrsus arctos は｢背擦り｣と呼ばれる木の幹を爪で引っかく，噛む，樹皮を剥ぐ，身体を
こすりつけるといった行動をすることが確認されている（Green and Mattson 2003）．この行動
の目的については，ストレッチ，マッサージ，爪研ぎ，および虫刺されによる痒みへの反応など
背擦り自体が完結した意味を持つという説（Bromlei 1965；Shaffer 1971；Murie 1981），背擦り
に季節別，雌雄別，個体別に頻度の違いがあること，特定の木を繰り返し利用することから，背
擦りがコミュニケーションの役割を果たしている（Lloyd 1979；Colmereares and Rivelo 1983）
という説がある．ヒグマの繁殖期は晩春から初夏であり（Craighead et al. 1995；Dahle and 
Swenson 2003），この期間に背擦りが活発になること（Green and Mattson 2003；Karamanlidis 
et al. 2007；Kendall et al. 2008；Puchkovski 2009；Clapham et al. 2012；Sato et al. 2014），同じ
木が繰り返し用いられていること（Lloyd 1979；Green and Mattson 2003；Karamanlidis et al. 
2007；Boulanger et al. 2008；Kendall et al. 2008；Clapham et al. 2012；Sato et al. 2014）から，
繁殖期に行われる個体間のコミュニケーションのための行動であるという説が有力であると考え
られている． 
　ヒグマが背擦りに用いる木（以下，背擦り木）は，針葉樹であることが多く，クマが好んで利
用しているとの報告（Lloyd 1979；Puchkovski 2009）がある一方で，樹種は関係ないという報告

（Burst and Pelton 1983；Green and Mattson 2003；Puchkovski and Mityukhina 2012）もある．
こうした違いは，研究が行われた地域の植生など利用可能な樹種構成による影響があると考えら
れている（Sato et al. 2014）．また背擦り木として選ばれる条件として，クマが頻繁に利用する通
り道沿いに多く（Murie 1981；Burst and Pelton 1983；Green and Mattson 2003），胸高直径が太
い木であることが指摘されている（Green and Mattson 2003；Puchkovski et al. 2012；Sato et al. 
2014）．
　日本では北海道のみに生息するヒグマも背擦りを行う（加納 1977；川辺ほか 1998；佐藤 
2004）．北海道東部浦幌地域のヒグマ個体群を対象としたヒグマの背擦りに関する一連の研究は
1998年から継続して行われており，大きく分けて３種類ある．まずヒグマによる背擦りの季節性
および背擦り木の選択性について，日本でヒグマの繁殖期と言われている５～７月（坪田 1998）
に背擦りの痕跡発見数がピークに達すること（佐藤，2004），また背擦り木は針葉樹に多く，特
にトドマツ Abies sachalinensis  が選択的に利用されていること（佐藤 2004；上石 2005；堀水 
2007），背擦り木の選択基準として，１）林道や獣道などクマ自身が利用する道の端からの距離が
近く，２）胸高直径が大きく，３）背擦り面の傾斜角度が緩い平地に近い場所であるという，３
つの立地条件が重要であること（上石 2005；戸梶 2006；森 2009）が報告されている．戸梶（2006）
では，背擦りと関連した行動として，足跡型のくぼみ，樹皮剥ぎ，噛み痕が順に高い頻度で確認
された．これらの成果は，データの再解析の後にSato et al.（2014）にまとめられた．また小泉（2012）

浦幌地域におけるヒグマによる背擦り木の利用と特徴

1 日本大学生物資源科学部・森林資源科学科
 2 現所属：浦幌ヒグマ調査会，長野県諏訪市役所

3 現所属：酪農学園大学農食環境学群・環境共生学類

小泉沙奈恵1,2　佐藤喜和1,3
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は，2011年の５月から10月にかけて57本の背擦り木を月1回の頻度で見回り，背擦り行動のピーク
が５～６月であり，７月以降は減少傾向にあることを確認し，上記の結果を裏付けた．
　次に背擦りを行う個体の特徴について，背擦り木より採集した体毛（毛根部）を用いたDNA
解析により，個体識別および性判別が行われた．背擦りが繁殖期に頭数および回数ともにメスよ
りもオスが多くなる傾向がみられ（平良 2005；小泉 2012），複数の個体が特定の木を繰り返し利
用したり，複数の年にまたがって，または同一年内で複数回，同じ背擦り木を利用した個体が確
認された（雨谷 2006；小泉 2012）．さらに，複数の年にまたがって同じもしくは近い範囲の背
擦り木を利用していた個体が複数確認されたことから，個体ごとに好んで利用する木や場所が存
在すること，オスの利用範囲が複数頭で重複する場所があったことから，こうした場所では背擦
り木を介してオス同士がコミュニケーションを行っている可能性があることが示唆された（小泉 
2012）． 
　またカメラトラップを用いた背擦り行動の研究により，個体の体長などの身体的特徴が得られ
たほか，背擦り痕の観察だけでは得られなかった背擦りと関連した行動（匂いかぎなど）や背
擦りが行われる時間帯の確認に成功するなど（宮脇 2012；広瀬 2013；高橋 2013；伊藤 2014），
DNA解析だけでは得られなかった情報が得られるようになった．さらに，カメラトラップにより
体毛が付着した日時や複数頭の体毛の付着が明らかとなり，DNA解析の精度の向上にも役立つも
のと考えられる．
　ヒグマの生息密度が低いような地域において，主な生息場所が森林地帯の場合，背擦り木を発
見することが出来れば，背擦り木に付着する体毛は比較的入手しやすいサンプルである．そして
体毛に毛根部が残っている場合，濃度の高いDNA抽出物が得られる可能性があること（増田 他 
2009）から，個体識別や個体ごとの生態を確認できる貴重な情報源となりうる．また地域に生息
するヒグマを効率的に撮影することもできる．本調査地においては，1998～2012年までの継続し
た調査により，背擦り木の発見が容易となり，体毛の採集やカメラトラップによる撮影等の効率
的な情報収集に役立っている． 
　そこで本稿では，今後も背擦りの研究を継続して行うことを目的とし，1998～2011年までに得
られた背擦り木の分布や特徴，および1998～2012年までの利用頻度を記録として残すこととした． 

調査地と調査対象
　北海道十勝郡浦幌町，釧路市音別町，およ
び白糠郡白糠町に位置する十勝総合振興局森
林室管内の道有林（面積43,139ha，以下｢浦幌
地域｣とする）において調査を行った（図１）． 
　調査は1998年～2009年11月末までに見つ
けられた背擦り木228本および2010年４月～
2011年11月末までに見つけた29本の計257本
を対象とした．
　また，Sato et al.（2014）にて検証に用いら
れた159本（表１の背擦りIDに*が付いたもの）
については，1998～2009年の背擦り確認回数
および樹種，DBH，その他の計測項目はSato 

図１．�調査地，北海道十勝郡浦幌町，釧路市音別町および白糠郡白
糠町にまたがる十勝総合振興局森林室管内道有林．
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et al.（2014）にて使用された数値および情報を用いた．それ以外の情報については，見回り調査
の記録を基に情報を記載した．

方　法
発見方法
　1998年から2011年にかけて，浦幌地域において主に林道上を徒歩または車で調査し，体毛の付
着が確認された木を新規背擦り木としてナンバリングした．また，継続的な調査を行う上でヒグ
マによる背擦り木の利用回数および時期を確実に把握するため，擦られた部分を中心に有刺鉄線
を巻き，発見以降の見回り（1998〜2012年）の際に有刺鉄線上に体毛の付着が確認された場合，
背擦り行動が行われたとした．

記録計測項目
　1998～2004年７月までに発見した背擦り木については，樹種・ヒグマが背擦りをした面の方角・
胸高直径・背擦り面の傾斜角度・背擦り面と反対側の傾斜角度・背擦り木の生育場所の植生（天然林・
二次林・人工林）の６要因について測定した上石（2005）の計測値を反映した．また，背擦り面
の傾斜角度およびその反対側の傾斜角度は鉛直方向からの角度として計測された．
　戸梶（2006）では上記の背擦り木に加え，2005年に発見された木の樹種・胸高直径を記録したため，
その計測値も本結果に示した（表１，末尾に記載）．また，これまでに発見された木および新規背
擦り木について，地上3m以下の枝および樹幹部の凹凸（コブ）の有無，樹皮表面の様子，背擦り
木の背擦り面側根本周辺の草本の量の４要因について記録された計測結果も示し，さらに，林道
と斜面の境を道端と定め，そこから背擦り木の林道側の面までの水平距離を測った。林道と斜面
の境よりも林道側は－を付した．
　森（2006）では，さらに2005年10月末以降から2008年８月までに発見された一部の木について，
上記の一部の要因の計測結果を結果に反映した．

背擦り木の見回りと時期の推定
　ナンバリングされた背擦り木のうち，伐採が確認されたものやここ数年連続して背擦り行動が
確認されない木，枯死木となったものについては適宜判断し，見回りから除外した．また，除外
した木は有刺鉄線やナンバリング表記を外した． 
　背擦り確認回数は，見回り時に体毛が有刺鉄線上に付着していた場合を１回とし，前回の見回
り時の取り残しと思われる体毛が確認された場合は，カウントしないこととした． 
　対象とした背擦り木204本中57本については，2011年に月に１回の見回りを行った．そこでこの
57本を対象に，前回の見回り日から背擦り木に体毛の付着を確認した日までの間にヒグマが背擦
り行動を行ったものとし，背擦り行動が行われた時期の推定（月単位）を行った．
　また，前回の見回り日の特定が困難な場合に限り，背擦り推定時期は不明とし，前年の見回り
が９月以降行われていなかった木から翌年４月の見回りの際に体毛が確認された場合にも背擦り
推定時期は不明とした．北海道のヒグマは11月に冬眠し，３月に目覚めることが知られており

（Mominoki et al. 1996），また，本調査地域では９月以降は背擦り行動の頻度が低下することが確
認されており，９月には背擦り行動は数件の確認に留まった（佐藤，2004）．これらのことから，
10月以降に背擦り行動が行われている可能性は低いと考え，前年の10月まで見回りが行われてい



浦幌地域におけるヒグマによる背擦り木の利用と特徴

− 12 −

た木から翌年４月に体毛が確認された場合には，背擦り推定時期を４月と推定した．

結　果
背擦り確認回数と見回り年数
　1998～2011年（総計14年間）の間に記録された背擦り木は，立木ではないもの（木の杭や看板，
倒木など）や木の特徴（樹種，胸高直径，林道端から背擦り木までの距離など）の記録がなく，
発見後見回りが行われていなかった38本を除き204本あり，1998〜2012年（総計15年間）の通算背
擦り見回り回数は5,626回，その内背擦りが確認された回数は1,311回であった（表１）．背擦り木
１本ごとの背擦り確認回数は，背擦り木ID3の15年間で45回が最も多く，年間ではID210の８回が
最も多かった．
　見回り年数２年以上の木は165本，その内複数年で背擦りが確認された木は129本，１年のみは
31本であり（表１），78%の木が複数年で繰り返し利用されていた．そのうち見回りを15年間継続
して行った木は13本あり，そのうち15年間背擦りが確認されたのは２本（ID3および46），14年は
２本（ID5および11），13～８年は６本，７年以下は３本であった（図２）．
　また，１年間に２回以上の見回りが行われていた木は164本あり，そのうち単年で複数回の背擦
りが確認された木は113本あり，69%の木が繰り返し利用されていた（図３）．

背擦り木の時期別利用頻度
　2011年における推定背擦り時期別に背擦
り行動に利用された木57本の割合を確認
したところ，４月は２本（4%），５月は17
本（30%），６月は19本（33%），７月は16本

（28%），８月は10本（18%），９月は５本（９
%）であった（図４）．

背擦り木の樹種
　対象となる204本については，多いものか

図２．15年間見回りを行った木の背擦り確認回数別本数
　　 （N＝13, 1998～2012年, 北海道浦幌地域）．

図３．背擦り複数回確認年数別本数
　　 （N＝113, 1998～2012年, 北海道浦幌地域）．

本
数

 (本
)

本
数

 (本
)

図４．時期別背擦り確認割合
　　 （N＝57, 2011年, 北海道浦幌地域）．

割
合

 (%
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らトドマツ166本（81.4%），アカエゾマツ 
Picea glehnii  13本（6.4%），ケヤマハンノ
キ Alnus hirsuta  ６本（2.9%），ヤナギ属 
Salix spp.  ５本（2.5%），ダケカンバ Betula 
ermanii  ２本（1.0%），その他の樹種は９種
あり各１本となった（表２）．

背擦り木の胸高直径
　胸高直径が不明のもの39本を除いた背
擦り木は165本あり，胸高直径が10cm以下
のものが７本，10.1～20cmのものが22本，
20.1～30cmのものが38本，30.1～40cmのも
のが42本，40.1～50cmのものが37本，50.1
～60cmのものが14本，61cm以上のものが５本確認され（表１），20cm以下のものは18％に留まった．
そのうち，最も胸高直径が小さいものは6.5cm，大きいものは70cmであった．

考　察
　本研究において対象とした背擦り木204本のうち，トドマツが166本（81.4%），アカエゾマツが
13本（6.4%）確認され，背擦りには針葉樹を好んで利用するという過去の報告と一致した（Shaffer 
1971；Lloyd 1979；Burst and Pelton 1983；Green and Mattson 2003；Puchkovski 2009）．しかし，
Sato et al.（2014）では，これらの研究の多くが寒帯針葉樹林で行われていたため，十分選択性を
検証できていない可能性を指摘した．浦幌地域の植生はミズナラ Quercus crispula  やイタヤカエ
デ Acer mono ，シナノキ Tilia japonica  などの広葉樹とトドマツ（針葉樹）が混在する天然林（81.4%）
およびトドマツやカラマツ Larix kaempferi  が優先する針葉樹人工林（12.6%）からなっており（佐
藤 1988），このような植生の中でトドマツの利用に偏った利用が見られたことは，ヒグマの選好
性が関係していると考えられる（Sato et al. 2014）．さらに，浦幌地域において，アカエゾマツは
数が少ない（佐藤 1988）にも関わらず，これまでに発見された背擦り木のうちトドマツの次に割
合が高いことからも，木の選択にヒグマの嗜好性が関係している可能性が示唆される． 
　15年間の背擦り木の見回りによって，複数年で背擦りが確認された木は129本（78%），単年で
複数回の背擦りが確認された木は113本（69%）であり，最も利用年数が多いものは15年間継続
して利用されており，海外における報告事例と同様に背擦りには同じ木が繰り返し利用されてい
た．背擦り木の利用については５月から頻度が増加し，６月にピークを迎え，７～９月に徐々に
低下した．この傾向は1998～2009年までの同地域における背擦り行動のモニタリングにおいても
同様の結果を示した（Sato et al. 2014）．この背擦り行動のピークはヒグマの繁殖期（坪田 1998；
Dahle and Swenson 2003；Spady et al. 2007）と一致しており，また，特定の背擦り木が複数回利
用されることは，複数頭もしくは１頭が複数回背擦りを行っていると考えられ，背擦り行動は繁
殖に関係するコミュニケーションとしての役割がある可能性が示唆された．
　小泉（2012）は，見回りの際に背擦り木に付着した体毛を採集し，それらのDNA抽出物を用い
て個体識別および性判別を行った結果，複数年で同じもしくは近い範囲の背擦り木を利用してい
た複数頭の個体を確認し，個体ごとに好んで利用する木や場所が存在すること，オスが利用して

表２．背擦り木樹種別一覧
　　 （N＝204, 1998～2011年, 北海道浦幌地域）．
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いた範囲が複数頭で重複していたことから，このような場所では背擦り木を介してオス同士がコ
ミュニケーションを行っている可能性が示唆された．しかし，背擦り木から採集した体毛を用い
たDNA解析の課題として， DNA解析の成功率を上げ，解析の失敗により除外していた個体の情
報も加え，空白の少ないより詳細なデータを用いて検証を行う必要がある．DNAサンプルは野外
にさらされている期間が長いほどサンプルのDNA含有量が低下し（Piggot 2004；Bellemain et al. 
2007；森光 2008；櫻井 2009），PCR成功率も低下することが報告されている（Karamanlidis et al. 
2010）．よって，DNA含有量の低下が少ない体毛サンプルを入手するためには，これまで記録され
てきた背擦り木の情報を参考にし，利用頻度が高い木を定期的に見回ること，およびカメラトラ
ップにより個体の情報（採集するまでに擦った頭数，体毛が付着した日など）を収集する必要が
ある．このことにより，複数個体の体毛が混ざったサンプルや付着から長期間放置されたサンプ
ルの確実な識別が可能となり，DNA解析の効率化および成功率を上げることが可能となるだろう．
また，これまでの一連の研究により明らかとなった背擦り木の特徴を参考に，調査を行っていな
い範囲の背擦り木の発見に努め，背擦りの有無を確認することで背擦り木を基準とした個体ごと
の浦幌地域内の利用範囲について，これまでよりも細かい移動を確認できる可能性がある． 

謝　辞
　本稿をまとめるにあたり，背擦り木の見回りおよび試料採集等にご協力くださった浦幌ヒグマ
調査会の皆様，日本大学生物資源科学部森林資源科学科森林動物学研究室の室生と元室生の皆様，
北海道大学ヒグマ研究グループの皆様，十勝総合振興局森林室館内の皆様，本研究においてご理
解とご協力をくださった浦幌町，白糠郡白糠町および釧路市（旧白糠郡音別町）の皆様にこの場
を借りて厚く御礼申し上げる．
　なお本研究の一部は，JSPS科研費19780122，23380089の助成を受けたものである．

引用文献
雨谷奈美（2006）：マイクロサテライトDNA解析によるヒグマの背擦り行動の分析. 日本大学生物

資源科学部森林資源科学科森林動物学ゼミナール卒業論文. 2+27pp.
Bellemain E, Nawaz MA, Valentini A, Swenson JE, Taberlet P（2007）：Genetic tracking of the 

brown bear in northern Pakistan and implications for conservation. Biological Conservation  
134：537–547.

Boulanger J, Kendall KC, Stetz JB, Roon DA, Waits LP, Paetkau D（2008）：Multiple data 
sources improve DNA-based mark-recapture population estimates of grizzly bears. Ecological 
Application  18：577–589.

Bromlei G（1965）：The bears of the southern far east of USSR Nauka Moscow（Cited from the 
Japanese translation by Fujimaki, Y., Niizuma, A., 1972. Hokuensya, Sapporo）.

Burst TL, Pelton MR（1983）：Black bear mark trees in the Smoky Mountains. Proceedings of 
International Conference of Bear Research and Management  5：45–53.

Clapham M, Nevin OT, Ramsey AD, Rosell F（2012）：A hypothetico-deductive approach to 
assessing the social function of chemical signalling in a non-territorial solitary carnivore. 
PLoS ONE  7：e35404.

Colmereares F, Rivelo H（1983）：Displays occurring conflict situations convey chemical and 



浦幌地域におけるヒグマによる背擦り木の利用と特徴

− 15 −

visual intimidation messages in bears living under captive group conditions. Acta Zoologica 
Fennica  174：145–148.

Craighead JJ, Summer JS, Mitchell JA（1995）：The Grizzly Bears of Yellowstone. Island Press, 
Washington, D.C. 345pp.  

Dahle B, Swenson JE（2003）：Seasonal range size in relation to reproductive strategies in 
brown bears Ursus arctos. The Journal of Animal Ecology  72：660–667.

Green GI, Mattson DJ（2003）：Tree rubbing by Yellowstone grizzly bear Ursus arctos. Wildlife 
Biology  9：1–9.

広瀬諭美（2013）：自動撮影装置を用いたヒグマの背擦り行動と匂い嗅ぎ行動の観察. 日本大学生
物資源科学部森林資源科学科森林動物・微生物学ゼミナール　卒業論文. 2+23pp.

堀水千佳（2007）：北海道浦幌地域におけるヒグマの背擦り木の分布. 日本大学生物資源科学部森
林資源科学科森林動物・微生物学ゼミナール　卒業論文. 2+19pp.

伊藤大地（2014）：自動撮影装置を用いたヒグマの時間帯別による行動の違いの観察. 日本大学生
物資源科学部森林資源科学科森林動物・微生物学ゼミナール　卒業論文. 2+31p.

上石智里（2005）：ヒグマはどの様な木に背擦りを行うか. 日本大学生物資源科学部森林資源科学
科森林動物学ゼミナール　卒業論文. 2+21pp.

加納菜穂子（1977）：背擦り. ヒグマ（3）：19
Karamanlidis AA, Youlatos D, Sgardelis S, Scouras Z（2007）：Using sign at power poles to 

document presence of bears in Greece. Ursus  18：54–61.
Karamanlidis AA, Drosopoulou E, de Gabriel Hernando M, Georgiadis L, Krambokoukis L, Pllaha 

S, Zedrosser A, Scouras Z（2010）：Noninvasive genetic studies of brown bears using power 
poles. European Journal of Wildlife Research  56：693–702.

川辺百樹，松田まゆみ，会田美帆子（1998）：旧国鉄士幌線廃線後で発見された「クマの木」．上
士幌町ひがし大雪博物館研究報告（20）：91–98.

Kendall K, Stetz JB, Roon DA, Waits LP, Boulanger JB, Paetkau D（2008）：Grizzly bear density 
in Glacier National Park, Montana. Journal of Wildlife Management  72：1693–1705.

小泉沙奈恵（2012）：DNA鑑定を用いたヒグマの背擦り行動の解析. 日本大学大学院生物資源科学
研究科生物資源生産科学専攻　修士論文. 4+111pp.

Lloyd KA（1979）：Aspects of the ecology of black and grizzly bears in coastal British Columbia. 
Master thesis, University of British Columbia.

増田隆一，嶋谷ゆかり，大石琢也，合田直樹，田島沙羅，佐藤丈寛（2009）：食肉目の遺伝子分析
を目的としたサンプリング法，遺伝子分析技術，遺伝情報の解析法および研究事例．哺乳類科
学 49：283–302.

宮脇有里（2012）：自動撮影装置を用いたヒグマの背擦り行動の観察. 日本大学生物資源科学部森
林資源科学科森林動物･微生物学ゼミナール 卒業論文. 2+24pp.

Mominoki K, Tsuruga H, Morimatsu M, Saito M（1996）：Seasonal variation of blood haptoglobin 
level of brown bears in Japan. Comparative Biochemistry and Physiology  114A：349–353.

森 正行（2009）：ヒグマの背擦り木の選択性：背擦りの頻度に着目して.  日本大学生物資源科学部
森林資源科学科森林動物学ゼミナール卒業論文. 2+15pp.

森光由樹（2008）：各都道府県のヘア・トラップ調査の実施状況と長野県における実施例. 哺乳類



浦幌地域におけるヒグマによる背擦り木の利用と特徴

− 16 −

科学 48（1）：133–138.
Murie A（1981）：The grizzlies of Mount McKinley.  Scientific Monograph Series, U.S. 

Department of the Interior, National Park Service（14）：1–251. 
Piggott MP（2004）：Effect of sample age and season of collection on the reliability of 

microsatellite genotyping of faecal DNA. Wildlife Research  31：485–493.
Puchkovskiy SV（2009）：Selectivity of tree species as activity target of brown bear in taiga. 

Contemporary Problems of Ecology  2：260–268.
Puchkovskiy SV, Buinovskaya MS, Voronetskaya DK, Neustroev GV（2012）：On the Studies of 

marking behavior of brown bear in terms of tree diameter selectivity, Contemporary Probems 
of Ecology 5：104–109.

櫻井恵理（2009）：野外で回収されたヒグマの体毛からのDNA抽出条件の検討.  日本大学生物資源
科学部森林資源科学科森林動物･微生物学ゼミナール 卒業論文. 2+25pp.

佐藤 謙（1988）：十勝 日高地方の植生．宮脇昭（編著），日本植生誌vol 9，北海道：410–418.
佐藤喜和（2004）：ヒグマの背擦り. 浦幌町立博物館紀要（4）：11–16.
Sato Y, Kamiishi C, Tokaji T, Mori M, Koizumi S, Kobayashi K, Itoh T, Sonohara W, Takada MB, 

Urata T（2014）：Selection of rub trees by brown bears（Ursus arctos ）in Hokkaido, Japan. 
Acta Theriologica  59：129–137.

Shaffer SC（1971）：Some ecological relationships of grizzly bears and black bears of the Apgar 
Mountains in Glacier National Park, Montana. Master thesis, University of Montana.

Spady TJ, Lindburg DG, Durrant BS（2007）：Evolution of reproductive seasonality in bears. 
Mammal Review  37：21–53.

平良瑠佳（2005）：マイクロサテライトDNA解析によるヒグマの背擦り行動の分析. 日本大学生物
資源科学部森林資源科学科森林動物学ゼミナール卒業論文. 2+29pp.

高橋元輝（2013）：ヒグマの背擦り行動のパターン解析と図化. 日本大学生物資源科学部森林資源
科学科森林動物・微生物学ゼミナール　卒業論文. 2+32pp.

戸梶智彰（2006）：ヒグマによる背擦りに用いる木の選択性と自動撮影装置によるヒグマの背擦り
行動の観察. 日本大学生物資源科学部森林資源科学科森林動物学ゼミナール　卒業論文. 2+25pp.

坪田敏男（1998）：哺乳類の生物学３. 生理. 東京大学出版会, 東京, 11＋125pp.



浦幌地域におけるヒグマによる背擦り木の利用と特徴

− 17 −

　
表
１
．
背
擦
り
木
一
覧
お
よ
び
見
回
り
記
録
(1
99
8～
20
12
年
, 北
海
道
浦
幌
地
域
)．



浦幌地域におけるヒグマによる背擦り木の利用と特徴

− 18 −

　
表
１
．（
つ
づ
き
）



浦幌地域におけるヒグマによる背擦り木の利用と特徴

− 19 −

　
表
１
．（
つ
づ
き
）



浦幌地域におけるヒグマによる背擦り木の利用と特徴

− 20 −

　
表
１
．（
つ
づ
き
）



浦幌町に残る鉄道用煉瓦構造物

− 21 −

MOCHIDA, Makoto : The Railways Brick Structure in vicinity of Urahoro, 
Hokkaido, Northern Japan. 

Bulletin of the Historical Museum of Urahoro, no.14：21-32, 2014.

In Urahoro, there are countless brick structures left over from the railroad. These structures 
include tunnels, bridges, and storehouses, and while some are still in use, others are not. It is 
thought that these structures were made around 1903-07, when the railway opened. So far, these 
brick structures are not particularly well known, and have come to be secretly dismantled. 
From now on, we should devise a way to get the people of many towns to know about these 
structures while investigating the detailed history and construction of them. These structures 
supported the modernization of the towns and Japan, and it can be said that the structures 
remaining in Urahoro are valuable cultural assets. Future generations should inherit the 
historical legacy of these brick structures along with the history of the railroad.

Key words：Tunnel, Railway Bridge, Heritage of Industrial Modernization

１．緒　言

　浦幌町は、十勝で最初に鉄道が開業した町である。1903（明治36）年12月25日、当時、釧路〜
音別間を開業していた官設鉄道釧路線が浦幌まで延伸し、厚内・浦幌の２駅が開業。十勝最初の
鉄道となった１）。
　浦幌町内には、開業当時を記憶する鉄道施設が今も残り、十勝の鉄道史を技術面から伝えている。
一般に十勝の鉄道遺産としては、狩勝峠で知られる新得町や、アーチ橋で知られる上士幌町の旧
士幌線が知られ、経済産業省の近代化遺産など、文化財的価値が公的に認められている２）。これ
らの鉄道史上の重要な施設群は、近年「鉄道遺産」と呼ばれ、日本の近代化を証する歴史資料と
しての存在意義が高まってきている３）。
　一方、これまで十勝東部における鉄道遺産については、現存実態も把握されておらず、その歴
史的意義が検証されないまま失われるケースもあった。そこで、2013（平成25）年現在、浦幌町
内にどのような鉄道遺産が現存するかの調査を実施し、種類と位置、状態についての概要を記録
した。本稿ではこのうち煉瓦構造物を対象に、概要を報告する。
　なお、調査の対象は根室本線に関する煉瓦構造物のみとした。また、鉄道用煉瓦構造物に関し
ては小野田滋の一連の研究があり、本稿における用語などはそれらの成果に従った４）。

浦幌町に残る鉄道用煉瓦構造物

帯広百年記念館（〒 080-0846　北海道帯広市緑ヶ丘２番地）
E-mail：mochida@museum-obihiro.jp

持田　誠
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２．概要と現状

（１）危険品庫
　浦幌駅１番線ホームの駅本屋より帯広寄りに、
煉瓦造りの小さな倉庫がある（図1）。これは「危
険品庫」と呼ばれる、主に照明や信号灯火など
に用いるランプ燃料の油を保管する為の倉庫で、
駅本屋などの木造建築が主流だった時代にあっ
て、耐火建築としての煉瓦構造物となった。呼
称としては他にも「油庫」、「ランプ小屋」など
があるが、鉄道での名称は「危険品庫」が多く、
当該建物の登録上の名称は「浦幌駅危険品庫１
号」である。
　浦幌駅危険品庫１号は、鉄道開業の４年後に
あたる1907（明治40）年12月築造とされる。こ
れは、現在危険品庫を所有する北海道旅客鉄道
株式会社（JR北海道）に残る図面に記載された
年５）である。一方、危険品庫の扉脇に貼られた
国鉄の財産票には「M44〔明治44年〕」と記載さ
れており、図面の記載年と一致しない。しかし、
財産票は必ずしも築造年を示すものとは限らな
いと推察し、ここでは図面に記載された築造年
である1907（明治40）年12月を築造年と考える
事にする。
　煉瓦は、長手のみの列と小口のみの列を交互
に積み重ねる、いわゆるイギリス積み（English 
Bond）を基本とする。ホーム側に入口扉、構外
側に窓１ヶ所が設置され、これらは重厚な鉄製
扉である。屋根も鉄板葺きだが、屋根の状態が
築造当初から変わっていないかは、今のところ
はっきりとしてしない。
　危険品庫の建築様式も、時代や地域による形
状の違いが認められる。図2は旧東海道線稲荷駅
６）に保存されている、1879（明治12）年建築の
煉瓦造り危険品庫である。現存する日本最古の
危険品庫で、準鉄道記念物に指定されている。
煉瓦建築で、棟高が高く、屋根は瓦で出来ている。
また、図3は、小樽市の旧手宮駅構内（現小樽市
総合博物館構内）に保存されている旧北海道炭
礦鉄道の危険品庫である。1898（明治31）年頃
の建築とされ、煉瓦建築物ではなく、屋根は鉄

図１　浦幌駅危険品庫１号

　図１−１
　　�浦幌駅１番線ホーム端に設置されている危険品庫（右端）の
様子（2013年筆者撮影）

　図１−２
　　�駅前広場から見た危険品庫（背面）の外観（2013年筆者撮影）

　図２　�旧東海道線稲荷駅危険品庫（京都府京都市伏見区深草稲
荷御前町）

　　　　2011年4月5日 内田祐一氏撮影・提供

図1-1図1-1

図1-2図1-2
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板葺きで、石造りである点が特徴である。
　根室本線には、概ね浦幌駅と同形の危険品庫
が存在した。2000年以降も残存していた十勝地
方のものでは、豊頃町の十弗駅構内に同形の建
物があった。十弗駅本屋より池田寄りに設置さ
れていたもので、JR北海道の資料によると1911

（明治44）年の築造であった。十弗駅は1992（平
成4）年に簡易委託を解消して無人化し、既に
危険品庫や倉庫としての役割を終えていた。地
域の資料館としての活用の構想もあったが、結
果的に実現に至らず７）、2003（平成15）年9月
に解体された。十弗駅危険品庫解体後、十勝地
方で唯一残存する煉瓦建築の危険品庫が浦幌駅危険品庫１号である８）。現在は内装を一部改装し、
窓も内側から板で塞がれ、通常は中を覗く事はできない。また、浦幌駅の管理下ではなく釧路設
備所の管理の下で、備品倉庫として用いられている。

（２）トンネル
　根室本線には、釧路市音別町から浦幌町にかけて、直別、乙部、厚内の３本のトンネルがあるが、
このうち浦幌町内には乙部、厚内の２本のトンネルがある。これらのうち、開通当初から用いら
れているトンネルは乙部トンネルのみで、直別、厚内の２本のトンネルは、経路を若干変更した
際に新たに掘られたものである。
　この区間は白糠丘陵の南末端部にあたり、大小の丘陵が連続する。直別トンネルはキナシベツ
湿原の縁に迫る丘陵地の末端をトンネルで通過しているものであり、乙部トンネルも海岸へ向か
って落ち込む丘陵地の末端部を通過するトンネルで、いずれも標高が低く、トンネル長も短い。
一方、厚内トンネルは上厚内川に沿って丘陵を上った山中にあり、トンネルを境に線路はいずれ
も下り勾配となる。根室本線における、白糠丘陵越えのピークに該当する地点である。
　1902（明治35）年の北海道鉄道部年報によると、この区間のトンネルについて以下の記述があ
る９）。
　
生別、乙部、厚内ノ三隧道ノ内生別〔ママ〕、乙部ノ二隧道ハ六月ニ起工シタルニ盤土軟質ナルヲ

以テ堀鑿容易･･･〔以下略〕

　厚内隧道ハ八月ヨリ起工シ十月ニ至リ導杭貫通シ岩盤ハ當初軟質ナリシモ進行ニ從ヒ漸次硬質

ニ變シタリ･･･〔以下略〕

　「生別」は現在の「直別」に該当すると思われる10）。生別、乙部の両トンネルの堀鑿は、地質が
柔らかく順調に進んだが、厚内トンネルについては途中から地質が変わったと記されている。厚
内トンネルは地質的にも白糠丘陵の本体を貫いている事から、前二者のトンネルと比べて異なる
困難があったものと推察される。

図３　小樽市総合博物館構内に残る旧手宮駅危険品庫（小樽市手宮）
　　　石神敏氏撮影（小樽市総合博物館所蔵）
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１）乙部トンネル
　直別〜厚内間にある全長101mのトンネルが乙
部トンネルである（図4）。上り列車が直別駅を
発車後、国道38号線と別れて厚内海岸方面へカ
ーブした後に通過する。道道1038号線と併走し
ているが、トンネルの前後は線路両脇に築堤が
あるため、道道から直接トンネルは見えない。
　北海道鉄道部の記録によると、1902（明治35）
年6月に工事を開始し、5ヶ月後の11月には堀鑿
を終了。翌年1月には煉瓦巻を完了したとされる
11）。坑門上部や内壁の一部にコンクリート施工に
よる改良が加えられた部分があるものの、アー
チや内壁に煉瓦構造が残る。現在もなお、根室
本線のトンネルとして用いられている、現役の
鉄道遺産である。
　トンネルの坑門周辺の基本構造と部位名称を
図5に示す。以下、この図の用語に従い、乙部ト
ンネルの概要を述べると、アーチは４巻の粗迫
持（rough arch）で、周囲のスパンドレル（壁
spandrel）部分はイギリス積みである。アーチ
上部に存在したと思われる帯石（string course）
やパラペット（胸壁 parapet）、笠石（coping）
に該当する部分は、後年の改良により失われて

図５　トンネル坑門部の基本構造
　　　A：アーチ環（迫持）、B：スパンドレル（壁）、
　　　C：ピラスター（壁柱）、D：パラペット（胸壁）、
　　　E：笠石、F：持ち送り積み（またはデンティル）、
　　　G：帯石、H：ウィング（翼壁）

図４　厚内〜直別間で現在も用いられている乙部トンネル

図４−１
　�乙部トンネルの直別側坑門の様子（2014年、列車から筆者撮影）
図４−２
�　乙部トンネルの位置図（▼印）
　�国土地理院1:25,000地形図「直別」（2000年修正測量 2002年発行）
　および「厚内」（2000年修正測量 2001年発行）を合成して作図

図4-1図4-1

図4-2図4-2
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いる。壁柱（pilaster）は存在しない。
　現状では、坑門内部ですぐ改良されたコンクリート壁へ移行し、さらに数メートルで従来の煉
瓦巻へ移行する。内壁のアーチに用いられる煉瓦は長手積み（Stretcher Bond）である。坑門の
形態は両端とも同様の構造である。
　本トンネルは現用の鉄道トンネルであり、近づいたり立ち入ったりする事はできない。以前は
この区間を通過する特急列車の最前部から通過時に観察する事ができたが、現在、JR北海道の特
急列車では、衝突事故の際の被害防止の為、最前部への旅客の立ち入りを禁止している。そのため、
同区間を運行する普通列車からの観察が最も容易で安全ある。

２）旧厚内トンネル
　常豊信号場〜上厚内間で白糠丘陵の末端部を貫くトンネルが厚内トンネルである。現在のトン
ネルは1990（平成2）年から使用されている新線である。この現用線と並行して北側に旧厚内トン
ネルがあり、線路は剥がされているものの、トンネル自体は現存する。
　現厚内トンネルと旧厚内トンネルの位置を比較したものが図6である。上厚内側から常豊信号場・
浦幌方面へ向かう上り列車では、トンネルの手前で前方右側に、旧厚内トンネルへと続く線路の

図６　新旧厚内トンネルの位置図（▼印）

図６−２　現厚内トンネルの位置（▼）
　　　　　国土地理院1:25,000地形図「浦幌」（2000年修正測量2001年発行）より作図

図６−１　�旧厚内トンネルの位置（▼）と上厚内側坑門（A：図7参照）および常豊信号場側坑門（B：図8参照）。破線は現厚内トンネ
ルのルート

　　　　　国土地理院1:25,000地形図「浦幌」（1960年測量1965年発行、帯広市図書館所蔵）より作図
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路盤跡を観察する事ができる。浦幌・常豊信号場から上厚内方向へ向かう下り列車では、前方左
側に路盤跡を観察する事ができるが、こちら側の方が顕著にその跡を観察する事ができる。
　旧厚内トンネルは1902（明治35）年8月起工。年内に堀鑿はほぼ完了し、翌1903（明治36）年前
半期に煉瓦巻施工を完了していた。ただし、線路敷設などの資材の調達が遅れたため、音別〜浦
幌間の開通は同年12月まで待たねばならなかった12）。厚内トンネルを含む同区間の線路敷設工事
が完了したのは、開業直前の12月と記録されており、線路の敷設を待ってすぐに開業したらしい。
資材不足がいかに急迫していたかがうかがえる。
　トンネルの全長は325mであり、現厚内トンネルよりも短い。上厚内側坑門と常豊側坑門では形
状が異なるので、それぞれ特徴を述べ
る。
　上厚内側坑門は、直前まで上厚内川
を遡った位置に存在する。図7は冬季
の坑門の現状で、わかりづらいが尾根
と尾根に挟まれた陽当たりの悪い位置
にある。坑門の上部に砂防ダム状のコ
ンクリート製土留め壁があるが、これ
は後年に付け加えられたものだろう。
　スパンドレルはイギリス積みで、ア
ーチは5巻の粗迫持である。はっきり
とした帯石は見られず、スパンドレル
とパラペットが一体化しているように
見える。壁柱は見られないが、そもそ
も翼壁（ウィングwing）に対してアーチとスパンドレルが前面に突き出した形状をしている。上
部には、パラペット位置と笠石の間に、逆階段状に３段の煉瓦を配した「持送り積み（corbelled 
coursing）」と呼ばれる構造が見られる。
　内壁は坑門から数mまで石積みと煉瓦が混用されており、その後、腰部より上のアーチが長手
積みの煉瓦巻き、腰部は谷積みによる
石積みに変化する。冬季の凍結・融解
による劣化が進行している。
　これに対して、常豊側坑門の保存状
態は良いが、内部は内壁に被せていた
鉄網が落下し、散乱した状態にある。
坑門の現状を図8に示す。
　ズパンドレルはイギリス積み。アー
チは5巻の粗迫持よりなる。壁柱は無
く、上厚内側坑門と同様に、パラペッ
トとスパンドレルが一体化したような
壁面をしている。最上部は5列の煉瓦
が1段前面へせり出した形で縁取られ
ている。

図７　旧厚内トンネル上厚内側坑門（2014年筆者撮影）

図８　旧厚内トンネル常豊信号場側坑門（2014年筆者撮影）
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　壁柱が存在せず、スパンドレルとウィングが一体化しているが、坑門の位置に対して左右両翼
が不均衡である。地形的な制約からこのような形状になっているのだろうが、興味深い形状であ
る。全体に、上厚内側坑門に対して装飾が少なく、すっきりとした形をしている。この形状は、（３）
項に示す暗渠タイプのアーチ橋に近いが、これは貫通する丘陵本体から突き出た形で坑口が設置
され、坑門上部の地形がきわめて薄い事と関係しているのではないかと思われる。
　内壁は長手積みの煉瓦で、天井アーチ部はコンクリートで覆われていたようだが、一部落下し
て内部の煉瓦が見えている状態である。また、全体に支保工の金網で覆われていたが、先述のと
おり、外れて落下し、床面が散乱した状態である。
　旧厚内トンネルは現在もJR北海道の管理下にあり、現状から大変危険でもあって、無断立ち入
りはできない。一方、劣化が進む上厚内側坑門、特徴的な壁面を持つ常豊側坑門と共に、乙部ト
ンネルと並んで十勝では最も古い鉄道用トンネルのひとつであり、浦幌町の近代化遺産、鉄道遺
産としての保存・活用が望まれる。

（３）暗渠タイプのアーチ橋
　通水の為に築堤下部に貫通されたもので、一見するとトンネルのように見えるが、鉄道では構
造物の性質として橋梁に分類される事が多い。これは、既に存在する地形を掘削して造成するト
ンネルに対し、もともと地形が存在せず、まず煉瓦構造物を造り、その上に盛り土をしていく工
法がトンネルとは異なる為であるらしい。橋梁と異なり、構造物の自重と通過する列車重量の他、
築堤の重さを支えなければならない点で、橋梁とトンネルの中間的な性質を持つ。天然・人口を
問わず、水路を線路が跨ぐ為に不可欠な施設だが、用語が判然とせず、さまざまな呼称がある13）。
本報では小野田（2004）に倣い、「暗渠タイプの
アーチ橋」（略称として「暗渠アーチ」）と呼ぶ
事とする。
　図9は、上厚内〜厚内間に設置されている暗渠
アーチである。厚内川へ注ぐ小沢を通している
もので、上部を根室本線の列車が今も通過する、
現用の暗渠アーチである。図10に位置を示す。
　貫通方向は線路に対して垂直で、したがって
壁体上部は線路に並行である。スパンドレルは
イギリス積み。アーチは2巻の粗迫持である。馬
蹄形の開孔部を持つトンネルに対し、U字型をし
ているのは暗渠アーチの特徴である。
　トンネルではアーチが底面まで連続するが、
暗渠アーチでは粗迫持とスパンドレルとの境目
が存在する。すなわち、イギリス積みのスパン
ドレルと、粗迫持の小口面との境界面で、これ
をスプリングライン（起拱線 spring line）と言う。
図9でもスプリングラインがはっきりとわかる。
　なお、浦幌町における暗渠アーチについて、

　図９　上厚内〜厚内間に設置されている暗渠タイプアーチ橋
　　　 （2013年筆者撮影）



浦幌町に残る鉄道用煉瓦構造物

− 28 −

今回の調査で確認された煉瓦構造物は１ヶ所のみだったが、施設の性質上、調査が行き渡らず、
未確認のアーチが存在する可能性がある。暗渠アーチについては、鹿児島県などで土木技術史か
らの研究事例があるが（阿久根ほか2004）、道内の研究事例や現況調査の事例は少ない。今後、ト
ンネルと共に文化財的視点からの詳しい調査が必要と考えられる。
　
（４）橋台
　河川や道路などを線路が跨ぐ際、線路を
載せる橋梁と地上部との中間に位置する1
対の構造物を「橋台」と言う14）。
　図11は、厚内〜直別間に存在するかつて
の橋台である。道道1038号線が併走してお
り、道道から容易に観察する事ができる（図
10）。一方、旧橋台を挟んで山側に現用線
が併走する。直方形の単純な形状で、煉瓦
はイギリス積み。コンクリート製の橋桁も
残存している。現用線への切り替えがいつ
実施されたのかは、現在調査中である。図
12は1903−07年に撮影された厚内付近を走

図10　�上厚内〜厚内間における暗
渠タイプアーチ橋（A）およ
び旧釧路線橋台（B）の位
置。Cは図12に示した写真
の撮影位置

図11　厚内駅構外に残る旧釧路線橋台（2013年筆者撮影）
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行する下り列車を撮影した写真。後方に昆
布刈石の海岸段丘が見える事から、現存す
る橋台は列車後方の右にカーブした先に存
在すると思われる。写真では橋台は見えな
いが、現在も当時の雰囲気をよく残した区
間である事がよくわかる。
　隣接する豊頃町内にも、同様の橋台が残
存している。図13は豊頃〜十弗間に見られ
る旧線のレンガ橋台で、現用線よりも一段
低い旧利別川河畔に残されている。夏場は
雑草に隠れて見えづらくなるが、秋から
早春にかけては現用線の車窓からも眺める
事ができる。1904（明治37）年に浦幌〜豊
頃〜利別間に延長開業した際の遺構と思わ
れ、1977（昭和52）年の十勝川・利別川流
路改良に伴う線路付け替えにより廃止され
たものである15）。図面等は現存していない。
　煉瓦構造物としての橋台は、かつて十勝
でも多く見られ、1996（平成8）年に連続
立体交差化が実施される以前は、帯広駅構
外にも存在した（図14）。根室本線は、洪
水や海岸浸食などの影響を受けて、度々路
盤改良や線路の移設を実施しているため、
開業当時の遺構はほとんど残されていな
い。しかし一部に路盤の跡が残っており、
これらの中には開業当時の鉄道遺構が見ら
れる場合がある。煉瓦鏡台はその典型と言
えるだろう。なお、現在、浦幌町内で現用
の煉瓦橋台は存在しない。

３．まとめ

　浦幌町には、煉瓦構造物だけでも危険品
庫、トンネル、暗渠アーチ、橋台が現存し、
そのいくつかは現役で鉄道輸送に用いられ
ていた。十勝東部の鉄道遺産は、旧士幌線
のコンクリートアーチ橋や旧狩勝線に比べ
ると小規模で装飾性にも乏しく、地味なも
のが多い。しかし、十勝の鉄道施設として
は最も古く築造された施設群であり、その
歴史的価値は再評価されるべきであろう。

　図12　�厚内付近を走行する下り列車。1903−07年頃撮影。『帝國鐵
道廳北海道線旭川釧路間全通紀念冩真帖』所収（浦幌町立博
物館所蔵）

　図13　豊頃〜十弗間に残る旧釧路線橋台（2013年筆者撮影）

　図14　�帯広駅西側に存在した日ノ下川鉄橋。イギリス積みの煉瓦橋
台で、両側に続く築堤は谷積みの石垣、桁橋はデッキガーダ
ーだった。恐らく1907（明治40）年頃の築造と思われるが、
詳細は不明。

　　　　1992年9月7日 遠藤忠氏撮影（帯広百年記念館所蔵）
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　残存する煉瓦構造物は、直別〜浦幌間に集中し、浦幌〜豊頃間では確認できなかった。しかし、
暗渠アーチなど調査不十分なものもあり、今後さらに資料調査や聞き取り調査も含め、実態調査
を継続していく必要がある。
　なお、これらの煉瓦構造物に用いられた煉瓦については、今回、その供給元について調査が及
ばなかった。小野田（2004）の調査によると、白糠町内に存在した明治34年頃築造の旧古瀬トン
ネル（古瀬〜音別間）では、大部分の煉瓦が函館製造のものを使用したとされている。当時の鉄
道年報の記述から、音別〜浦幌の鉄道敷設工事は常に音別側から資材の供給が行われており16）、年
代的にも古瀬トンネルと同様の可能性が高い。
　一方、十勝でも1903（明治36）年に幕別町止若に久保兵太郎が、池田町に舘脇米蔵が煉瓦工場
を設立し、鉄道工事用の煉瓦製造を開始している。しかし、いずれも製造した煉瓦の供給先は主
に網走本線で、浦幌町のトンネルや橋台には用いられていないと思われる17）。ただ、1907（明治
40）年築造の浦幌駅危険品庫や、取り壊された十弗駅の危険品庫の煉瓦については、年代的には
可能性がある。近年、煉瓦構造物の研究手法として、煉瓦の成分分析が行われる事があり（たと
えば駒木ほか2001）、今後はこれらの方法による検証も検討されて良いだろう18）。
　近年、浦幌町では、旧浦幌炭礦の歴史的価値を再評価し、近代化遺産として社会教育や観光へ
取り込んでいく動きが盛んである。今後はこれらの鉄道遺産についても、文化財としての視点で
保存と活用が積極的にはかられていく事を期待したい。そのためには、これらの学術面からの基
礎調査が必要であり、今後の課題である。
　浦幌町内には、煉瓦構造物以外にも鉄道史を記録するさまざまな遺構が存在する。今後は、町
内に残存する全ての鉄道遺構について実態を把握し、基礎調査を行う必要がある。
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註
１）�現在の根室本線は、1896（明治29）年制定の「北海道鉄道敷設法」に基づく第一期線として、旭川〜帯広間を十勝線、

帯広〜釧路間を釧路線と定め、十勝線が1897（明治30）年より旭川から、釧路線が1900（明治33）年より釧路から、
十勝方面へ向けて建設された。このうち釧路線の釧路〜白糠間は1901（明治34）年7月20日、白糠〜音別間は1903（明
治36）年3月1日にそれぞれ開業している。また、浦幌から帯広方面へは、1904（明治37）年8月12日に豊頃、12
月15日に利別までが開業し、1905（明治38）年10月21日に帯広へ到達した。一方、十勝線も1901（明治34）年に
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は旭川より狩勝峠西側の落合までが開通していたが、戦争の影響で狩勝トンネルの工事が中断したため、落合〜
帯広間の開通は1907（明治40）年9月8日であった。

２）�経済産業省は「近代化産業遺産群33」および「続近代化産業遺産群33」を定め（経済産業省2009）、それぞれの
区分の下に個々の近代化産業遺産の認定を実施している。上士幌町の「旧国鉄士幌線跡の近代化遺産群」と新得
町の「旧国鉄根室線・旧狩勝線」は、共に2009（平成21）年2月の第2回認定で選ばれた全国540ヶ所の近代化産
業遺産に含まれている。また、狩勝峠は「狩勝峠鉄道遺産群」として平成15年に「土木学会選奨土木遺産」にも
認定されている。狩勝峠旧線、士幌線アーチ橋ともに、学術面からの研究も進められている（今ほか1999、葛西
ほか2005など）

３）�鉄道遺産を含む近代の産業遺産の保存活用にあたっては、保存自治体を会員とする近代化産業遺産活用連絡協
議会（全近）が文化財保全の観点から啓発・普及活動の一体的運営を行っている。また、学術面では建築学会や
土木学会などの個別学問に関する学会と共に、横断的な近代化産業遺産を研究する学術団体として、産業考古学
会が設立されている。また、産業考古学関連の地方学会や産業考古学会の地方支部も設けられており（道内には
北海道産業考古学会が存在する）、各種調査研究や基礎データの集積などをはかっている。この他、大規模施設
群以外の個々の資料（鉄道車輌、備品、図面など）については、国立科学博物館産業技術史資料情報センターが
産業技術史資料の各種データベース構築などをはかっている。

４）�日本の煉瓦に関する研究史については、水野（1999）が詳しい。水野は本書の中で、日本の煉瓦建築の技術史
および文化史的な位置づけから保存に関する技術まで幅広く論考している。また、特に鉄道用煉瓦構造物に関す
る研究としては小野田（1999）を皮切りとする一連の研究成果があり、これらは小野田（2004）にまとめられて
いる。各論的成果としては、例えば鹿児島本線の煉瓦構造物に関する吉原（2004）や、山陽鉄道に関する鈴木（2010）
など路線史を土台とした研究、危険品庫に着目した堤（2009）や暗渠アーチを対象とした阿久根ほか（2004）の
ような構造物別に著目した研究がある。いずれも関西や九州など西日本地域の鉄道史に関する研究事例が多いが、
近年では幌内鉄道など小樽・岩見沢周辺に着目した北海道の研究も見られる（駒木2000など）。

５）�北海道旅客鉄道釧路支社釧路設備所所有の設備図の記載による。
６）�稲荷駅はもともと1880（明治 13）年から1923（大正10）年まで存在した東海道線旧ルート上に設けられた駅で、

危険品庫として最古の建物であるだけでなく、旧東海道本線の建物としても唯一現存する遺構であり、準鉄道記
念物に指定されている。なお、1921（大正10）年に東海道本線が現ルートに変更となった際、旧線の京都〜稲荷
間は、新たに開業した稲荷〜桃山間と共に奈良線へ編入され、現在に至っており、管轄は西日本旅客鉄道である。 

７）�第16代浦幌駅長阿部美徳氏による。
８）�北海道ちほく高原鉄道ふるさと銀河線の高島駅には、旧網走本線時代の1907（明治40）年建築とされる木造危

険品庫があり、2006（平成18）年の同線廃止後も残存していたが、現在は既に解体されている。
９）�野田ほか（1981）所収「明治三十五年度北海道鐵道部年報」による。
10）鉄道部年報には「生別」の文字が盛んに登場する。現在、直別トンネルが通じている一帯は尺別湿原、キナシ
ベツ湿原、尺別原野、直別原野、直別川があるが、年報にはそれらの記述の代わりに「生別原野」、「生別川」の記
述がある。トンネルの名称として「尺別トンネル」「キナシベツトンネル」の名は用いられておらず、現存するもの
は「直別トンネル」である事から、これに該当すると判断した。「直別トンネル」の登録上の名称の変遷や「生別」
の表記（ヨミも含め）については未調査であり、今後の課題である。
11）�野田ほか（1981）所収「明治三十五年度北海道鐵道部年報」による。
12）�「音別ト厚内隧道間トハ本年度内軌條敷設ノ見込ナリシモ現品未到達ノ為メ著手ノ運ヒニ至ラス」「音別厚内ノ

隧道間ハ工事進行ニ伴ヒ順次ニ軌條敷延ノ見込ナリシモ該軌條ハ橋梁用材及鐵桁等等シク購入中ニシテ現品未到
達ノ為メ著手ノ運ニ至ラス」野田ほか（1981）所収「明治三十五年度北海道鐵道部年報」による。

13）�例えば、狩勝峠については「溝橋」の名が見られる。これは、十勝線の設計者であった田辺朔郎の記した図面（北
海道立図書館所蔵）に記載が見られる名称で、「第○号溝橋」のように付番された名称が記載されている。一方、
白糠丘陵側の図面は見つかっておらず、各暗渠アーチに公式名称が存在するかどうか不明である。

14）�これに対して、十勝川や利別川など川幅の広い河川などに架橋する場合は、複数の橋梁を連結する必要があり、
この連結面に地上から垂直に立つ構造物を「橋脚」と言う。一般に小河川では橋台のみで１本の橋梁を支え、橋
梁の長さを超える川幅になると橋脚が用いられる。浦幌町内では煉瓦づくり橋脚は現存しないが、十勝では旧網
走線（旧池北線→北海道ちほく高原鉄道ふるさと銀河線）に現存する煉瓦橋脚がある。

15）�この区間の工事は、十勝川・札内川流域の湿地帯にあたり、工事は難航した。年報には工事が遅延した事への
悔しさが滲み出ている。「豊頃池田間ハ十勝川沿岸ノ工事最モ困難ニシテ鋭意勵行セシモ十一月下旬迄ニ竣功ス
ルヲ得ス遂ニ一小部分ヲ餘スニ至レリ時偶寒威加ハリ工事ヲ續行スル能ハサルヲ以テ之レヲ後年度ニ繰越シタ
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リ」野田ほか（1981）所収「明治三十六年度北海道鐵道部年報」による。
16）�「音別ヨリ本隧道〔生別隧道のこと〕間ニ假軌道ヲ敷設シ其材料運搬ノ途ヲ開キ専ラ之レカ煉瓦工ヲ急施セリ」

野田ほか（1981）所収「明治三十五年度北海道鐵道部年報」による。
17）�「十勝にあった民間レンガ工場は、鉄道工事の始まりに伴い1903（明治36）年、現幕別町と池田町に出来、製造

量のピークは、網走線池田−陸別間工事が竣工した1910（明治43）年であった」（『十勝大百科事典』）。「煉瓦石
ハ本道池田止若附近產出ノモノ其大部分ヲ占メ内地製ノモノハ堺煉瓦製造會社製百七十萬個ヲ使用シタルノミ」

（『網走線建設概要』）
18）�釧路線の煉瓦としては、幕別町の猿別川鉄橋に用いられていた煉瓦が幕別町ふるさと館に収蔵されており、比

較検証を予定している。
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　Many glass beads were found at archaeological sites in Hokkaido. We performed chemical 
analysis of glass beads in Hokkaido by using scanning electron microscope （SEM） with energy 
dispersive X-ray spectrometry (EDX) at Hakodate National College of Technology. According to 
the data, we try to infer the production district and the route of circulation.
　In the collection of the Urahoro Town Museum, there are 11 glass beads discovered at 
Tokachibuto Wakatsuki site in Urahoro town, Hokkaido. These beads belong to Epi-Jyomon 
culture, especially Kohoku C1 stage. One piece of glass beads is dark blue and other pieces are 
sky blue. The result of chemical analysis of the glass beads shows these are made of kali-glass. 
We conclude these were brought in Hokkaido from Honshu Island.

はじめに

　北海道の続縄文期の遺跡からは、ガラス玉が出土する例が散見される。筆者らは数年来、北海
道内の続縄文期以降の遺跡から出土したガラス玉について、非破壊分析の方法によって成分を測
定してきた。その成果のいくつかは、刊行済みである⑴。本稿では、現在までに北海道で見つかっ
たガラス玉としては、最も古い時代のものとされる浦幌町の十勝太若月遺跡から出土したガラス
玉をとりあげた。
　十勝太若月遺跡では、土坑墓24から1個、土坑墓26から10個、土坑墓86から2個の計13個が出土
していると報告されている⑵。筆者らは、土坑墓24の1個と土坑墓26の10個の計11個について、色
や形などの特徴の調査と成分分析を行ったので、その結果を報告したい。

１．十勝太若月遺跡とガラス玉

　十勝太若月遺跡は、北海道十勝郡浦幌町字下浦幌東5線南
82番地に所在する。当遺跡は、浦幌十勝川（旧十勝川）河口
近くの北岸に３段にわたって形成された河岸段丘の最下段、
十勝太Ⅲ面上の浸食された南東向き緩斜面にある。
　当地区には、多数の遺跡が所在していることが古くから知
られていた。それらは一般に「十勝太遺跡群」と呼ばれ、そ
の一部は狭義の「十勝太遺跡群」として1976（昭和51）年に
北海道史跡に指定された。

北海道浦幌町の十勝太若月遺跡から出土したガラス玉の成分分析
Chemical analysis of glass beads excavated from 

Tokachibuto Wakatsuki Site in Urahoro Town, Hokkaido

越田賢一郎1・後藤秀彦2・竹内　孝3・中村和之3
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2　帯広大谷短期大学（Obihiro Otani Junior College）
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図１　浦幌町の位置
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　当地区の遺跡の所在が知られるようになったのは、1874（明治７）年、開拓使の御雇外国人ラ
イマンが、道内の地質調査のため当地を訪れた際、「オホツナイヨリ広尾及根室ニ至ル」という報
告書を書き残したことによる。ライマンは、この中で「第二ノ渡ヲ過グレバ、忽チ小樹ノ茂リタ
ル幅狭キ岡アリ、高サ六十尺ナリ。土人云フ、此頂ニ侏儒ノ鑿テル穴多シト。蓋シ、彼等ハ如何
人種ノ世ニ在リタルト信ゼシナリ。」と、丘の上に竪穴群があることを報告。同様の記事は、1924

（大正13）年に道庁が発行した『北海道史跡名勝天然紀念物調査報告書』の「十勝國の史蹟」の項
にもあり、「十勝郡大津村大字十勝村十勝川東岸高台等にあり、其他開墾の為め湮滅したるもの少
なからず」とある。これらの竪穴群はその位置関係から考えて十勝太海岸段丘遺跡に比定される。
　また、その後、斎藤米太郎が当地の小学校に赴任し、学校周辺の遺跡分布調査を本格化したこ
とから、より広く知られるようになり、さらに、1970年代になって、浦幌町教育委員会による分
布調査が実施されて、ほぼ全容が明らかとなった。
　その分布は、浦幌十勝川の北岸に形成された河岸段丘上に、河口側から順に十勝太海岸段丘遺跡、
十勝太河岸段丘遺跡、十勝太古川遺跡、十勝太安栗遺跡、十勝太若月遺跡、十勝太大西遺跡が軒
を並べ、それらに挟まれるようにして十勝川口チャシ跡、十勝太A～Dチャシ跡が分布するという
内容である。これらのうち、十勝太河岸段丘遺跡の一部は、東京大学理学部人類学教室（渡辺仁教授）
によって発掘調査されたことがある。
　十勝太若月遺跡は、発掘調査の行われた1972（昭和47）～1974年当時、酪農用放牧地として使
用されていた。その放牧地内に肉眼でも明瞭に判別できる、現地で「オロッコの穴」と呼ばれて

図２　遺跡の位置（Ｂ：十勝太若月遺跡）
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いた未だ埋まり切らない状態の竪穴55基が北側を頂点にほぼ馬蹄形に分布していたことから、擦
文時代の集落跡と考えられていた。しかし、発掘調査の進捗に従って、極めて大規模な墳墓遺跡
であることが次第に明らかとなり、結果として概ね、墳墓が造られた後に、擦文集落が営まれた
という凡その流れが判明した。時代時期は、縄文早期から近世に及ぶが、メインは続縄文時代の
墳墓と擦文時代の集落跡である。
　このうち、本論に関係する続縄文時代中期の後北期の墳墓として判断できるものは18基ある。
それらを、個別に見ていくと、表１のようになる。
　これを見ると時期は、後北B式と後北C1式期で、前後の時期のものは無い。ただ、後北式には
関係しないが、先行する下田ノ沢Ⅰ式や大狩部式に比定できる墳墓は少数知られている。
　さて、後北B式に比定されるのは、土坑墓84と土坑墓86の２基で、他は、後北C1式期のものである。
前者の墓坑平面形はいずれもほぼ円形で、大形であり、かつ深く掘られているという特徴を持っ
ている。この特徴は、時期は異なるが土坑墓36、85とも共通する。
　本論に直接関係する土坑墓24と26は、後北C1式期のものである。それぞれの墓坑の特徴について、
触れておきたい。
　土坑墓24は、発掘区のほぼ中央で検出された。墓坑平面形は、いわゆる長楕円形で、本遺跡で
は最長の規模を持っている。長径736cm、短径は中央部で196cm、両端でわずかに広がりを見せ
る。坑底は平坦に作出されており、坑底の両端付近には浅い柱穴様ピットが各１個ある。埋土には、
多量の小礫が含まれ、さらに夥しい量の土器片が包含されていた。これらの土器片は、大小様々
であるが、埋土上層出土の資料と下層出土の資料が接合できる例がままあり、故意に壊されて埋
覆したものではないかと推定されるが、概して接合することが難しいものが多く、出土量の割に
は復元資料は少ない。石器として二等辺三角形石鏃１、掻器または尖頭器３、石核１、黒曜石原
石棒２がある。ガラス小玉の出土は１点で、坑底の北隅付近から出土した。
　なお、この土坑墓には隣接する擦文時代の第10号住居構築時の掘り上げ土が載っていた。

図３　十勝太若月遺跡の遺構配置図
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　土坑墓26も、発掘区の中央部からの検出である。発掘前、若干窪んでいたことから、小型の住
居跡かとも考えていたもので、前述の土坑墓24の南、約20ｍの個所に当る。墓坑平面形は楕円形で、
長径321cm、短径188cmで、北壁に段が１段設けられている。ここにベンガラの散布が見られた。
遺物は、最下層から坑底にかけて土器破片が多数出土した。ほかに、二等辺三角形石鏃30などの
石器と、管玉２、ガラス小玉10がある。このうち、石鏃、管玉、ガラス小玉は、東壁近くから集
中して発見された。（後藤秀彦）

２．ガラス玉の特徴

　今回分析を行った、土坑墓24出土の1点と土坑墓26出土の10点の写真（図4）及び観察表を示す
（表2）。土坑墓24のガラス玉（試料1：土坑墓24）は淡青色で、径3.9㎜と小型である。本来は透明
度が強いガラスかと思われるが、気泡が多いため半透明な色調となっている。土坑墓26のガラス
玉10点の色は、紺色（試料5：土坑墓26-4）、やや緑がかった青色（試料9：土坑墓26-8）各1点の他
は淡青色である。いずれも径4㎜程度と小型で、細かい気泡が多く、縦に筋状にはいっているもの
もある。形態は丸玉に近いもの、両端が平坦になって臼状のもの、薄くドーナツ状になったもの
がある。孔の形態がいびつになるものもみられる。これらの特徴から判断して、11点とも管状の
ガラスを割りとり、切断面を研磨して再加熱したものと考えられる。形態の差は、割りとられた
形態に由来するものであろう。なお試料2から11の報告書の図番号との照合は、試料5と9を除いて
出来なかった。（越田賢一郎）

表１　十勝太若月遺跡の後北期の墳墓一覧表

名　称 平面形 坑底規模 長軸方向 配石 ベンガラ 装 身 具 類 時  期

土 坑 墓 8 円 　 形 100×87 ○ 後 北C1

土 坑 墓23 楕 円 形 317×155 N11°E ○ 後 北C1

土 坑 墓24 長 楕 円 形 736×196 N27°W ○ ガラス小玉１ 後 北C1

土 坑 墓26 楕 円 形 321×188 N77°E ○ ガラス小玉10・管玉2 後 北C1

土 坑 墓29 楕 円 形 254×153 N41°W 後 北C1

土 坑 墓34 長 楕 円 形 494×141 N61°W ○ ○ 後 北C1

土 坑 墓35 長 楕 円 形 480×126 N26°E 後 北C1

土 坑 墓36 円　　 形 204×178 ○ 後 北C1

土 坑 墓40 楕 円 形 101×75 E－W 後 北C1

土 坑 墓59 楕 円 形 115×53 N68°W 後 北C1

土 坑 墓65 円 　 形 72×53 管玉4 後 北C1

土 坑 墓82 円 　 形 93×80 ○ 後 北C1

土 坑 墓84 円 　 形 198×169 後北 B

土 坑 墓85 円 　 形 189×165 後 北C1

土 坑 墓86 円 　 形 180×155 ガラス小玉2・管玉２ 後北 B

土 坑 墓89 楕 円 形 250×118 N42°W 後 北C1

土 坑 墓98 長 楕 円 形 468×101 N42°W 後 北C1

土坑墓101 円 　 形 162×146 後 北C1
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表２　浦幌町十勝太若月遺跡出土ガラス玉の観察表

試料
No.

試料 形態 色調 径
㎜

長さ
㎜

図番号 備考

1 土坑墓24 小臼玉 淡青 半透明 3.9 2.9 Fig34 気泡多し　両端丸味あり　

2 土坑墓26-1 小臼玉 淡青 透明 3.7 2.6 Fig 25- 気泡多し　両端平坦で臼状

3 土坑墓26-2 小臼玉 淡青 透明 3.5 2.5 Fig 25- 気泡多し　一端に平坦面　反対側は
斜めの割れ口を再加熱

4 土坑墓26-3 小丸玉 淡青 透明 3.7 2.8 Fig 25- 気泡多し　筋状に並ぶものあり　両
端に丸み

5 土坑墓26-4 小丸玉 紺 透明 3.3 2.5 Fig 25-12 気泡あり　両端に丸味　整形丁寧

6 土坑墓26-5 小平玉 淡青 透明 4.1 1.7 Fig 25- 扁平でドーナツ状　気泡多し　両端
に丸味

7 土坑墓26-6 小臼玉 淡青 透明 3.6 2.8 Fig 25- 気泡多し　両端平坦で臼状

8 土坑墓26-7 小臼玉 淡青 透明 3.3 2.3 Fig 25- 気泡多く、縦に並ぶ所あり　両端平
坦で臼状

9 土坑墓26-8 小臼玉 淡青緑 半透明 3.8 3.4 Fig 25-6 気泡多し　一端は平坦面　反対面は
斜めの割れ口を再加熱　

10 土坑墓26-9 小丸玉 淡青 透明 3.5 2.9 Fig 25- 気泡多く、縦に並ぶ所あり　両端丸
味

11 土坑26-10 小丸玉 淡青 透明 3.8 3.1 Fig 25- 気泡多し　両端丸味

土坑墓24ガラス玉 土坑墓26ガラス玉

図４　ガラス玉資料の写真

1
2

3 4
5 6 7 8 9
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No.6 No.7 No.8 No.9 No.10
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３．成分分析の結果と考察

（１）分析方法
　ガラス玉の化学成分の分析は、分析型走査電子顕微鏡（日本電子社製JEOL JSM-6360LA）装置
とこれに付属するエネルギー分散型Ｘ線分析装置（ JEOL JED-2300：EDS ）を使用して行った。
この装置は、従来の高真空モード観察に加え、低真空モード下での観察・元素分析が可能なため
に、試料に導電処理膜を施すことなく元素分析ができる。分析にあたっては、粘着性カーボンテ
ープを用いてガラス玉試料を試料台に固着させて観察・分析を行った。ガラス材料の種類および
着色元素の同定を目的として、含有する元素の定性・半定量分析を行った。定量方法は、ZAF補
正⑶による簡易酸化物定量法である。測定条件は、加速電圧20kv、照射電流1.4～2.4nA、測定時間
100secによる面分析である。
（２）分析結果
　半定量分析の結果を表３に、ガラスの組成成分比率を表４に示す。ガラス組成成分比率より求
めた判定基準の結果、いずれもカリガラスであった。銅（Cu）を着色元素とする淡青色（水色）
のガラス玉の1群（土坑墓24ガラス、土坑墓26試料2～4、試料6～11）の存在が確認できた。また、
微量の含有であるため本分析ではコバルト（Co）が未検出であるが、従来指摘されているコバル
トとマンガン（Mn）を着色元素とする青紺色（濃青色）のガラス玉（土坑墓26 試料5）の存在が
推定できる。
　北海道各地に分布する続縄文文化期の遺跡やオホーツク文化期の遺跡から出土したガラス玉の
調査と分析では、コバルトとマンガンを着色元素とする青紺色（濃青色）のガラス玉と、銅を着色
元素とする淡青色（水色）のガラス玉の2群が各遺跡に併存していたことが判っている。十勝若月遺
跡から出土したガラス玉はこれらのガラス玉と同系統のガラス玉であると思われる。（竹内　孝・
中村和之）

おわりに

　以上のべてきたように、北海道内各地の続縄文期やオホーツク文化期の遺跡からは、先に述べ
た2群のガラス玉が出土している。しかしながら、古代期のガラス玉は北海道外から持ち込まれた
ものであり、この時代のガラス玉の流入経路やそれがどのように伝搬・流通していたかは未だ不
明である。
　今回の分析により、北海道に最初にガラス玉が出現する時期の試料を得ることができ、続縄文
文化期のガラス玉の変化を、大づかみではあるが辿ることができるようになってきた。今後、分
析例を増やすことによって、続縄文期のガラス玉の変遷についてより明確にすることができると
思われる。
　また、もし機会があれば、後北B式期に属する土坑墓86から出土した2個についても測定を行い
たいと考えている。
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補論　北海道内出土の続縄文文化のガラス玉
　北海道内でガラス玉を出土した遺跡と遺構を図5と表5にまとめた。この中で、十勝太若月遺跡
と同時期の遺跡としては森町鷲ノ木遺跡と鷲ノ木4遺跡を挙げることができる。
　鷲ノ木遺跡・鷲ノ木4遺跡の玉はすべて淡青色であり、やや緑がかるものもある。細かい気泡が
多く、気泡が孔にそって伸びているものがみられ、引き延ばし技法で制作されたと推定される。
分析の結果、すべてカリガラスと判定されている⑷。
　また、静川37遺跡出土の玉は、伴出遺物が確実でなく、分析も行われていないが、似た特徴をもっ
ている。4遺跡の玉の大きさを比べてみると、径4㎜、長さ4㎜前後にまとまる（図6）。
　4遺跡のガラス玉出土遺構の時期、また出土地点周辺の包含層出土遺物は、続縄文時代の後北B
式から後北C1式期と考えられ、北海道でガラス玉が出土する最も古い時期に当たる。
　これらに続く後北C2D式期の遺構からガラス玉が出土する遺跡には、松前町トノマ遺跡、苫小
牧市タプコプ遺跡、常呂川河口遺跡などがあげられる。これらの玉も分析ではカリガラスと判定
されている。紺色と淡青色の組合せは変わらないが、紺色の割合が増え、透明度も高くなる傾向
がみられる。また、径4㎜ほどのものだけでなく、径が5～9㎜になるものがみられる。次の北大Ⅰ
式土器が伴出する遺構からガラス玉が出土している遺跡には、恵庭市柏木B遺跡、札幌市北大構
内ポプラ並木地点がある。包含層ではあるが、平取町パンケヌチミフ遺跡、千歳市祝梅山田遺跡

図５　調査した遺跡と出土したガラス玉

図６　出土したガラス玉の大きさ
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が同時期となる可能性がある。これらの遺跡からは、紺色と淡青色を呈するカリガラス製の玉と
ともに、濃紺色で径が6～9㎜の玉が出土している。田村朋美が｢変則的な引き延ばし法｣とする玉
の形態に類似しているものもある⑸。分析例では、アルカリ石灰ガラスと判定されており、Mnの
値が低く、Na、MgとCaの値が1.5%を越していることから、植物灰ガラスに分類されよう。（越田
賢一郎）
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年
十
月
八
日　
　

北
海
道
廳
河
西
支
廳　

	

　
　
　
　
　
　
　
　
　

代（
朱
筆
）理　

㊞　
　
　

㊞

	

　
　
　
　

「
之
（
欄
外
・
鉛
筆
）

下
総
牧
場
内
」

	

「
浦
（
欄
外
朱
筆
）
第
」
一
、
五
三
七
「
號
（
欄
外
朱
筆
）」

�

　
　
　
　
　
　
　
　
　

㊞　
　

未
開
地
賣
拂
願　
　
　
　

㊞
下
段
に
附
箋
有

	
�

十
勝
國
十
勝
郡
浦
幌
村
大
字
浦
幌
村
字
下
浦
幌
基
線
北
一
、
三
、
五
、
七
、

九
、
十
一
番
地
及
東
一
線
北
一
番
乃
至
十
二
番
地
東
二
線
北
二
番
四
、
六
、

八
、
一
〇
、
一
二
番
地

割（
欄
外
）印	

一
未
開
地
百
貳
拾
町
歩�
共
同
放
牧
地
目
的　
　

	

　
　

但
シ
本
地
内
ノ
樹
木

	

　
　
　

外

附（
欄
外
）

	

　
　
　

賣
拂
地
別
紙
調
書
ノ
通
リ�

「
受（
紫
ス
タ
ン
プ
）

付
印
有
」

箋	
�

右
北
海
道
國
有
地
未
開
地
處
分
法
第
貳
条
及
施
行
規
則
第
七
条
ニ
依
リ
相
當

文	
�

代
價
ヲ
以
テ
土
地
及
ヒ
立
木
共
ニ
賣
拂
相
成
度
図
面
及
ヒ
賣
拂
出
願
並
ニ
事

業
経
営
許
可
書
謄
本
并
ニ
村
會
議
決
書
謄
本
相
添
ヘ
此
段
相
願
候
也

	

　
　

大
正
四
年
十
一
月
二
十
日

	

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

北
海
道
十
勝
郡
浦
幌
村
代
表
者　
　
　
　
　
　
　

	

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

十
勝
郡
浦
幌
村
長　

東
郷　

重
光　

　
　
　
　
　
　
　

	

　
　

北
海
道
廳
長
官　
　

俵　
　
　

孫
一　

殿

	

　
　
　

上
段
附
箋
文　
　

却
下
□

―

	

　
　
　

下
段
附
箋
文　
　

未
□
以
下
不
明

	

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

上
申
以
下
不
明

	

　
　
　
　

賣
拂
地
調
書

	

一
未
開
地
九
拾
七
町
九
反
七
畝
歩

	

　
　

�

但
シ
大
正
二
年
四
月
二
十
二
日
北
海
道
十
勝
郡
浦
幌
村
大
字
浦
幌
村
字

ル
シ
ン
ニ
於
テ
畑
目
的
ヲ
以
テ
賣
拂
ヲ
受
ク　
　

	

一
未
開
地
拾
貳
町
九
反
壱
畝
九
歩

	

　
　

�

但
シ
大
正
二
年
一
月
二
十
三
日
北
海
道
十
勝
郡
浦
幌
村
大
字
浦
幌
村
字

下
浦
幌
ニ
於
テ
畑
目
的
ヲ
以
テ
賣
拂
ヲ
受
ク　
　

	

一
未
開
地
参
町
壱
反
七
畝
拾
五
歩

	

　
　

�

但
シ
大
正
四
年
四
月
廿
一
日
北
海
道
十
勝
郡
浦
幌
村
大
字
浦
幌
村
字
上

浦
幌
ニ
於
テ
畑
目
的
ヲ
以
テ
賣
拂
ヲ
受
ク　
　

	

右
之
通
リ

	

　
　

大
正
四
年
拾
壱
月
貳
壱
拾
日

�

　

十
勝
郡
浦
幌
村
長　

東
郷　

重
光　
　
　
　
　
　

	

地
第
九
七
〇
号

�

十
勝
郡
浦
幌
村
役
場　
　
　
　
　
　

	
�

大
正
貳
年
九
月
弐
拾
五
日
浦
第
六
三
四
八
号
申
請
大
字
浦
幌
村
字
下
浦
幌
基

線
一
番
三
番
五
番
七
番
九
番
十
一
番
地
、
東
一
線
北
壱
番
地
乃
至
拾
弐
番

地
、
東
二
線
北
貳
番
四
番
六
番
八
番
拾
番
拾
弐
番
地
ニ
於
テ
未
開
地
百
貳
拾

町
歩
ヲ
基
本
座
一
散
造
成
目
的
ノ
為
メ
共
同
牧
場
並
ニ
事
業
経
営
ニ
関
シ
賣

北
海
道

廳
河
西

支
廳
印

北
海
道
十

勝
郡
浦
幌

村
長
印

北
海
道
十

勝
郡
浦
幌

村
長
印
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九
財
源
調
書

	
　
　

�

土
地
賣
拂
代
金
ハ
本
村
基
本
財
産
蓄
積
金
五
千
貳
壱
百
拾
円
貳
拾
五
銭

八
厘
ノ
中
ヨ
リ
支
出
ス
ル
モ
ノ
ト
ス

	
�

右
本
村
基
本
財
産
ノ
造
成
ノ
目
的
ヲ
以
テ
共
同
牧
場
ト
シ
テ
賣
拂
出
願
ス
ル

モ
ノ
ト
ス

	

　
　

大
正
貳
年
九
月
貳
拾
貳
日

	
�

十
勝
郡
浦
幌
村　

水
越　

儀
一　
　
　
　
　
　

	

右
謄
本
也　

手　

書
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浦
幌
村
會
議
決
書
謄
本

	

　
　
　
　

土
地
賣
拂
出
願
之
件

	
�

十
勝
國
十
勝
郡
浦
幌
村
大
字
浦
幌
村
字
下
浦
幌
基
線
北
壱
番
、
参
番
、
五

番
、
七
番
、
九
番
、
拾
壱
番
地

	
�

東
壱
線
北
壱
番
地
乃
至
拾
貳
番
地

	
�

東
貳
線
北
貳
番
、
四
番
、
六
番
、
八
番
、
拾
番
、
拾
貳
番

	

一
未
開
地
百
貳
拾
町
歩

	

二
出
願
地
ノ
樹
木

	

　
　

�

本
地
ハ
既
ニ
可
用
立
木
伐
採
後
ナ
ル
ヲ
以
テ
全
知
内
疎
林
ニ
帰
シ
目
通

径
七
寸
以
下
ノ
雑
木
員
数
約
貳
百
五
拾
本
價
挌
ハ
薪
炭
材
ト
シ
テ
収
支

償
ヒ
難
シ
ト
認
メ
ラ
ル

	

三
事
業
ノ
方
法

	

　

（
イ
）
本
地
ハ
民
有
馬
匹
ノ
共
同
放
牧
場
ト
シ
テ
経
営
ス
ル
モ
ノ
ト
ス

	

　

（
ロ
）
本
地
ノ
周
囲
延
長
千
四
百
間
ニ
牧
柵
ヲ
廻
ラ
ス
モ
ノ
ト
ス

	

　
　
　

（
一
）�

牧
柵
ハ
一
間
毎
ニ
杭
ヲ
建
テ
丸
太
径
五
寸
以
上
ノ
モ
ノ
二
ッ

割
ト
シ
長
八
尺
以
上
ト
シ
根
入
三
尺
以
上
ト
シ
二
段
ニ
樌
ヲ

通
シ
高
サ
平
均
五
尺
ト
ス

	

　
　
　

（
二
）
飲
用
水
ハ
細
流
ス
ル
ヲ
以
テ
特
種
ノ
設
備
ヲ
要
セ
ス

	

　
　
　

（
三
）�

牧
舎
及
飼
蓄
ニ
関
ス
ル
設
備
ハ
放
牧
地
［
外
（
削
除
）］
ニ
於
テ
各
人

ニ
施
設
シ
ア
ル
ヲ
以
テ
之
レ
ヲ
設
ケ
ズ

	

　

（
ハ
）�

樹
木
ハ
飼
蓄
ノ
陰
影
ヲ
作
ル
為
メ
牧
作
用
木
ヲ
伐
採
ス
ル
ノ
外
放

牧
ニ
支
障
ナ
キ
限
リ
伐
採
セ
サ
ル
モ
ノ
ト
ス

	

　

（
ニ
）�

放
牧
場
ニ
ハ
［
年（
削
除
）内
三
ヶ
月
間
壱
ヶ
月
三
歳
以
上
ノ
］
牝
馬

「
ヲ
（
加
筆
）」
［
四（
削
除
）拾
頭
］
放
牧
シ
飼
料
ハ
特
種
ノ
穀
物
ヲ
各
自
ニ
於
テ

與
フ
ル
以
外
ニ
ハ
全
地
ニ
生
茂
ス
ル
野
草
ヲ
以
テ
之
レ
ニ
充
ツ

	

四
事
業
配
当
程
度

	

　
　

初
年
本
柵
貳
千
四
百
間
ヲ
完
成
ス
ル
モ
ノ
ト
ス
（
全
延
長
ト
ス
）

	

五
事
業
費

	

　
　

金
参
百
拾
圓
也
圓
圓

	

　
　

�

但
シ
木
柵
貳
千
四
百
間
造
営
費
壱
間
拾
五
銭
初
年
ニ
於
テ
本
村
特
別
會

計
ヨ
リ
支
出
ス
ル
モ
ノ
ト
ス

	

六
収
支
計
算
書

	

　
　

初
年
ハ
事
業
中
ニ
属
ス
ル
ヲ
以
テ
放
牧
料
ヲ
徴
収
セ
ス

	

　
　

�

二
年
目
ヨ
リ
馬
匹
放
牧
料
壱
頭
壱
ヶ
月
五
拾
銭
ヲ
徴
収
シ
壱
ヶ
年
貳

壱
百
頭
放
牧
此
料
金
毎
年
百
円
ノ
収
入
ヲ
得
ヘ
キ
豫
定
ニ
シ
テ
毎
年
其

［
半（
削
除
）額
］
「
五
（
加
筆
）歩
」
以
上
ヲ
基
本
財
産
ト
シ
テ
蓄
積
ス
ル
モ
ノ
ト
ス

	

七
放
牧
料

	

　
　

明
ヶ
二
歳
以
上
ノ
牝
馬
壱
頭
五
拾
銭

	
　
　

明
ヶ
二
歳
ハ
壱
頭
貳
拾
五
銭

	
　
　

當
歳
ハ
無
料
ト
ス

	

　
　

放
牧
料
金
ハ
放
牧
ノ
際
徴
収
ス
ル
モ
ノ
ト
ス

	

八
圖
面
別
紙
ノ
通
リ
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賣
払
地
調
書

	

一
未
開
地
八
町
八
段
七
畝
四
歩
ノ
内
成
功
地
五
町
五
反
歩　
　

	
　
　

�

但
明
治
四
拾
参
年
七
月
七
日
北
海
道
十
勝
郡
浦
幌
村
大
字
浦
幌
村
字
下

浦
幌
ニ
於
テ
畑
目
的
ヲ
以
テ
賣
払
ヲ
受
ク

	

一
未
開
地
九
拾
七
町
九
段
七
畝
歩　
　

	

　
　

�

但
明
大
正
弐
年
四
月
弐
拾
弐
日
北
海
道
十
勝
郡
浦
幌
村
大
字
浦
幌
村
字

ル
シ
ン
ニ
於
テ
畑
目
的
ヲ
以
テ
賣
払
ヲ
受
ク

○（
欄
外
朱
書
）

	

一
未
開
地
拾
弐
町
九
段
壱
畝
九
歩
ノ　
　

	

　
　

�

但
大
正
弐
年
八
月
弐
拾
参
日
北
海
道
十
勝
郡
浦
幌
村
大
字
浦
幌
村
字
下

浦
幌
ニ
於
テ
畑
目
的
ヲ
以
テ
賣
払
ヲ
受
ク

	

右
ノ
通
リ
候
也

	

　
　

大
正
三
年
二
月
十
一
日

○（
欄
外
朱
筆
）

�

十
勝
郡
浦
幌
村
長　

水
越　

儀
一　
　
　
　
　
　

	

　
　
　
　

賣
払
出
願
中
土
地
調
書

	

一
未
開
地
参
町
七
段
五
畝
歩

	

　
　

�

但
大
正
弐
年
拾
月
参
日
北
海
道
十
勝
郡
浦
幌
村
大
字
浦
幌
村
字
上
浦
幌

ニ
於
テ
畑
目
的
ヲ
以
テ
賣
払
出
願
中

	

右
ノ
通
リ
候
也

	

　
　

大
正
三
年
二
月
十
一
日

△（
欄
外
朱
筆
）

�

十
勝
郡
浦
幌
村
長　

水
越　

儀
一　
　
　
　
　
　

	

　
　
　
　

起
業
方
法
書

	

一
、
本
地
ハ
民
有
馬
匹
ノ
共
同
放
牧
場
ト
シ
テ
経
營
ス
ル
モ
ノ
ト
ス

	

二
、
本
地
内
ノ
周
囲
ノ
延
長
千
四
百
間
ニ
牧
作
ヲ
廻
ラ
ス
モ
ノ
ト
ス

	

　
　

�

牧
作
ハ
一
間
毎
ニ
杭
ヲ
建
テ
丸
太
径
五
寸
以
上
ノ
モ
ノ
二
ッ
割
ト
シ
長

八
尺
以
上
ト
シ
根
入
三
尺
以
上
ト
シ
二
段
ニ
樌
ヲ
通
シ
高
サ
平
均
五
尺

ト
ス
牧
柵
ハ
全
部
初
年
ニ
於
テ
完
成
ス
ル
モ
ノ
ト

◎（
欄
外
朱
）

	

三
、�

牧
舎
及
飼
蓄
ニ
關
ス
ル
設
備
ハ
放
牧
場
付
近
ニ
於
テ
各
人
ニ
テ
設
置
シ

ア
ル
ヲ
テ
之
ヲ
設
ケ
ス

	

四　

�

樹
木
ハ
飼
蓄
ノ
陰
影
ヲ
作
ル
為
メ
牧
柵
用
木
ヲ
伐
採
ス
ル
ノ
外
放
牧
ニ

支
障
ナ
キ
限
リ
伐
採
セ
ザ
ル
モ
ノ
ト
ス

	

右
ノ
通
リ
候
也

	

　
　

大
正
三
年
二
月
十
一
日

	

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

十
勝
郡
浦
幌
村

	

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

代
表
者

◎（
欄
外
朱
筆
）

	

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

十
勝
郡
浦
幌
村
長　
　

水
越　

儀
一

	

地
第
九
七
〇
号

�

十
勝
郡
浦
幌
村
役
場　
　
　
　
　
　

	
�

大
正
二
年
九
月
廿
五
日
浦
［
幌
（
削
除
）］
第
六
三
四
号
申
請
大
字
浦
幌
村
字
下
浦
幌

基
線
北
一
番
、
三
番
、
五
番
、
七
番
、
九
番
、
十
一
番
地
、
東
一
線
北
一
番

（
欄
外
朱
筆
）

	
�

乃
至
十
二
番
、
東
二
線
北
二
番
、
四
番
、
六
番
、
八
番
、
十
番
、
十
二
番
地

ニ
於
テ
未
開
地
百
弐
拾
町
歩
ヲ
基
本
財
産
造
成
目
的
ノ
為
共
同
牧
場
並
ニ
事

業
経
營
ニ
關
［
□
（
削
除
）］
シ
賣
払
出
願
ノ
件
許
可
ス

	

　
　

大
正
三
年
二
月
四
日

△（
ダ
ブ
ル
三
角
朱
筆
）

	
　
　
　
　
　
　

 　

北
海
道
廳
河
西
支
廳
長

	
　
　
　
　
　
　

 　

北
海
道
廳
支
廳
長　
　
　

松
井　

與
一
郎

	

右（
欄
外
）謄
本
也　

手
書
き

手

書

き

印
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發
送
番
號
号　

第
五
九
四
号　
　

北
海
道
十
勝
郡
浦
幌
村

完（
欄
外
）

結�

宛　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

票

	

件
名　

未
開
地
売
払
願

	
�

十
勝
國
十
勝
郡
浦
幌
村
大
字
浦
幌
村
字
下
浦
基
線
北
一
番
、
三
番
、
五
番
、

七
番
、
九
番
、
十
一
番
地
、
東
一
線
北
一
番
乃
至
十
二
番
、
東
二
線
北
二

番
、
四
番
、
六
番
、
八
番
、
十
番
、
十
二
番
地

	

一
未
開
地
百
貳
拾
坪
町
歩

�

共
同
牧
場
目
的　
　

	

但
シ
本
地
内
ノ
樹
木
並
び

	

　

外

	

　

賣
払
地
別
紙
調
書
ノ
通
リ

	

　

賣
払
出
願
中
ノ
モ
ノ
別
紙
調
書
ノ
通
リ

	
�

右
北
海
道
國
有
未
開
地
處
分
法
第
弐
條
及
施
行
規
則
第
七
條
ニ
依
リ
相
當
代

價
ヲ
以
テ
土
地
及
立
木
共
ニ
賣
払
相
成
度
起
業
方
法
書
圖
［
□
［
（
削
除
）
賣
出
願
許
可

書
謄
本
…
□
］
及
賣
払
出
願
並
ニ
事
業
経
營
許
可
書
謄
本
、
村
會
議
決
書
謄

本
相
添
此
段
相
願
候
也

	

　
　

大
正
三
年
二
月
十
一
日

	

　
　
　
　
　
　

 

北
海
道
十
勝
郡
浦
幌
村

	
　
　
　
　
　
　

 

代
表
者

	
　
　
　
　
　
　

 

北
海
道
十
勝
郡
浦
幌
村
長　
　

水
越　

儀
一　
　
　

	

　
　

北
海
道
廳
長
官　

中
村　

純
九
郎　

殿

	

注　

完
結
票
記
載
無
の
た
め
省
略
す

大
正　

年　

月　

日
裁
決
大
正
四
年
九
月
二
十
一
日
扱
濟
浄
寫
㊞
校
合
㊞

村　

長　

㊞

大
正
四
年
九
月
二
十
一
日
起
案
　

主
任　

㊞

首
席

「
庶（
加
筆
）務
」
係
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− 53 −

割（
欄
外
）印	

　
　
　
　

起
業
方
法

	

一　

本
地
ハ
民
有
馬
匹
ノ
共
同
牧
場
ト
シ
テ
経
營
ス
ル

	
二　

本
地
ノ
周
囲
ノ
延
長
貳
千
四
百
間
ニ
牧
柵
ヲ
廻
ラ
ス
モ
ノ
ト
ス

	

　
　

�
牧
柵
ハ
一
間
毎
ニ
杭
ヲ
建
テ
丸
太
径
五
寸
以
上
ノ
モ
ノ
二
ッ
割
ト
シ
長

八
尺
以
上
ト
シ
根
入
三
尺
以
上
ト
シ
二
段
ニ
樌
ラ
ス
通
シ
高
サ
平
均
五

尺
以
上
ト
ス　

牧
柵
ハ
全
部
初
年
ニ
於
テ
完
成
ス
ル
モ
ノ
ト
ス

	

三　

�

舎
及
飼
蓄
ニ
關
ス
ル
設
備
ハ
放
牧
地
付
近
ニ
於
テ
各
人
ニ
テ
施
設
シ
ア

ル
ヲ
以
テ
之
ヲ
設
ケ
ス

	

四　

�

樹
木
ハ
飼
蓄
ノ
陰
影
ヲ
作
ル
為
メ
牧
作
用
木
ヲ
伐
採
ス
ル
外
放
牧
ニ
支

障
ナ
キ
限
リ
伐
採
ス
サ
ル
モ
ノ
ト
ス

	

右
ノ
通
リ
候
也

	

　
　

大
正
三
年
二
月
一
日

	

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

十
勝
郡
浦
幌
村

	

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

代
表
者

	

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

十
勝
郡
浦
幌
村
長　

水
越　

儀
一　
　
　
　
　
　

参（
欄
外
鉛
筆
）

 	考	書　
　
　

完（
欄
外
）

	

發
送
番
號　

第　
　
　
　
　
　

號　
　

北
海
道
十
勝
郡
浦
幌
村
［
長
（
加
筆
）］

結　
　
　
　
　
　

票	
�

　
　

道
長
官　

宛　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

	

件
名　

水
源
涵
蓄
ノ
件
申
請

は（
欄
外
）

	
�

十
勝
國
十
勝
郡
浦
幌
村
大
字
浦
幌
村
字
下
浦
幌
基
線
一
番
三
番
五
番
七
番
九

り	

番
十
一
番
地
東
一
線
北
一
番
乃
至
十
二
番
地　

東
二
線
北
二
番
四
番
六
番
八

紙	

番
拾
番
番
地
拾
弐

	

一
未
開
地
壱
百
弐
拾
町
歩�

水
源
涵
蓄
地
目
的　
　

	
�

右
地
所
ニ
清
泉
湧
出
シ
四
季
凅
絶
セ
ス
浦
幌
市
街
住
民
五
百
七
十
人
ハ
悉
リ

之
ヲ
頼
リ
テ
保
持
飲
料
水
ノ
質
ト
為
シ
以
テ
今
日
ヲ
保
持
ス
ル
次
第
ニ
シ
テ

實
ニ
浦
幌
市
街
住
民
ノ
生
活
上
最
モ
必
要
缺
ク
ベ
カ
ラ
ザ
ル
場
所
ニ
有
シ
候

特
ニ
今
回
市
街
地
設
定
相
成
候
ニ
付
テ
ハ
□
運
ノ
發
展
ニ
伴
ヒ
益
々
人
口
増

加
ノ
趨
勢
ヲ
来
ス
ベ
キ
ハ
必
然
ナ
ル
ヲ
以
［
特（
削
除
）ニ
急
速
］
之
カ
水
源
涵
蓄
ノ

必
要
ヲ
認
メ
候
元
来
浦
幌
市
街
井
水
ノ
如
キ
ハ
総
テ
汚
穢
赤
濁
ノ
悪
水
ニ
シ

テ
他
ニ
飲
料
水
ニ
適
ス
ル
モ
無
之
一
般
住
民
ノ
困
難
不
勘
儀
ニ
候
公
共
ノ
利

益
保
全
上
永
遠
ニ
維
持
保
全
ス
ル
ノ
必
要
有
シ
ト
モ
被
存
候
条
特
別
ノ
御
詮

議
ヲ
以
テ
本
村
ニ
無
償
付
與
相
成
度
別
紙
圖
面
相
添
此
段
申
請
候
也　
　

は
り
紙
文　
　

廃
棄　

参
考
書　
　
　

	

※　

完
結
票　

記
載
無
に
つ
き
省
略
す

　
　
　
　

北
海
道
十

勝
郡
浦
幌

村
長
印

大
正　

年　

月　

日
裁
決
大
正
四
年
九
月
二
十
一
日
扱
濟
浄
寫
㊞
校
合
㊞

村　

長　

㊞

大
正 

三 

年 

十 

月　

 

日
起
案
　

主
任　

㊞

首
席

「
庶（
加
筆
）務
」
係
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− 54 −

割（
欄
外
）印	

　
　
　
　

賣
拂
出
願
中
土
地
調
書

	

一
未
開
地
参
町
七
段
五
四
歩

	

　
　

�

但
明
大
正
貳
年
拾
月
参
日
北
海
道
十
勝
郡
浦
幌
村
大
字
浦
幌
村
字
上
浦

幌
ニ
於
テ
畑
目
的
ヲ
以
テ
賣
拂
出
願
中

	

右
ノ
通
リ
候
也

	

　
　

大
正
三
年
二
月
十
一
日

	
�

十
勝
郡
浦
幌
村
長　

水
越　

儀
一　
　
　
　
　
　

割（
欄
外
）印

割（
欄
外
）印	

地
第
九
七
〇
號

�

十
勝
郡
浦
幌
村
役
場　
　
　
　
　
　

	
�

大
正
二
年
九
月
二
十
五
日
浦
第
六
三
四
八
號
申
請
大
字
浦
幌
村
字
下
浦
幌
基

線
北
一
番
三
三
番
五
番
七
番
九
番
十
一
番
地
、
東
一
線
北
一
番
地
乃
至
十
二

番　

東
二
線
北
二
番
地
四
番
六
番
八
番
十
番
十
二
番
地
ニ
於
テ
未
開
地
百
貳

拾
町
歩
ヲ
基
本
財
産
造
成
目
的
ノ

	

共
同
牧
並
ニ
事
業
経
營
ニ
關
シ
賣
拂
出
願
ノ
件
許
可
ス

	

　
　

大
正
三
年
二
月
四
日

	

　
　
　
　
　
　
　
　

 

北
海
道
廳
加
西
支
廳
長　
　
　
　
　
　
　
　
　

ダ（
欄
外
）ブ
ル
△

	

　
　
　
　
　
　
　
　

 

北
海
道
廳
支
長　
　
　

松
井　

與
一
郎　
　
　
　

	

右
謄
本
也　

割（
欄
外
）印	

「
大（
欄
外
）正
三
年
ノ
指
令
書
綴
ニ
ア
リ
」

割（
欄
外
）印

は
り
紙
文　
　

不
用
ニ
属
ス
ル
モ
ノ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

参
考
ノ
為
メ　
　
　
　
　

	
附
箋
文

	

　
　

	

　
　

	

　
　
　
　

　
割（
欄
外
）印	

　
　
　
　

賣
払
地
調
書

	

一
未
開
地
八
町
八
段
七
畝
四
歩
ノ
内
成
功
地
五
町
五
段
歩

	

　
　

�

但
明
治
四
拾
参
年
七
月
七
日
北
海
道
十
勝
郡
浦
幌
村
大
字
浦
幌
村
字
下

浦
幌
ニ
於
テ
畑
目
的
ヲ
以
テ
賣
拂
ヲ
受
ク

	

一
未
開
地
四
拾
参
町
参
段
四
畝
貳
拾
五
歩
ノ
内
成
功
地
拾
四
町
五
歩

	

　
　

�

但
明
治
四
拾
年
四
月
貳
拾
貳
日
北
海
道
十
勝
郡
浦
幌
村
大
字
浦
幌
村
字

ル
シ
ン
ニ
於
テ
畑
目
的
ヲ
以
テ
賣
拂
ヲ
受
ク

	

一
未
開
地
拾
貳
町
九
段
壱
畝
九
歩

	

　
　

�

但
大
正
貳
年
壱
月
貳
拾
参
日
北
海
道
十
勝
郡
浦
幌
村
大
字
浦
幌
村
字
下

浦
幌
ニ
於
テ
畑
目
的
ヲ
以
テ
賣
拂
ヲ
受
ク

	

右
ノ
通
リ
候
也　
　

大
正
三
年
二
月
十
一
日

	
�

十
勝
郡
浦
幌
村
長　
　

水
越　

儀
一　
　
　
　
　
　

割（
欄
外
）印　
　
　
　
　
　

北
海
道
十

勝
郡
浦
幌

村
長
印

　
　
　

左
記
事
由
ニ
依
リ
却
下
ス　
　

㊞　

「
受
（
朱
ス
タ
ン
プ
）

付
印
有
」

　
　
　

本
願
ハ
未
告
知
ニ
付
告
知

　
　
　

ヲ
俟
テ
更
ニ
出
願
セ
ラ
ル
ベ
シ

　
　
　
　
　

北
海
道
廳
河
西
支
廳　

「
職
印
有
」

文　箋　附

手
書
き

北
海
道
十

勝
郡
浦
幌

村
長
印

北
海
道
十

勝
郡
浦
幌

村
長
印
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大
正  

四  

年  

四  

月
十
六
日
發
議

	

大
正　
　

年　
　

月　
　

日
判
決　
　

浄
書　

㊞　
　

校
合　

㊞

	
大
正　
　

年  

〃  

月
十
七
日
扱
濟
㊞

割（
欄
外
）印	

　
　

村　

長　
　

㊞　
　

首
席　

㊞　
　
　
　
　
　

係　
　
　

起
案
者　

㊞

	

番
號　

浦
第
五
九
四
號　
　

北
海
道
十
勝
郡
浦
幌
村
「
長
（
加
筆
）」

完（
欄
外
）

	

　
　

河
西
支
廳
「
長
（
朱
で
加
筆
）」�

宛　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

結	

件
名　

未
開
地
賣
拂
ニ
關
ス
ル
件

票	
�

左
記
未
開
地
賣
拂
願
書
未
告
地
ニ
付
告
知
ヲ
俟
テ
更
ニ
出
願
［
セ（
削
除
）ラ
ル
］

「
ス
（
朱
筆
）」
ベ
シ
ト
ノ
「
旨
（
朱
筆
）」
［
趣（
削
除
）キ
］
ヲ
以
テ
「
願（
朱
筆
）書
」
返
付
相
成
リ
候
ニ
就

テ
ハ
「
本
（
朱
筆
）村
ニ
於
テ
共
同
牧
場
經
営
上
最
モ
樞
要
ノ
土
地
ナ
レ
バ
」
右
告

知
□
付
ノ
上
ハ
直
ニ
出
願
「
可
（
朱
筆
）」
致
「
候（
朱
筆
）条
」
［
ヘ（
削
除
）キ
モ
］
他
人
ニ
賣
払

フ「
御
（
朱
加
筆
）」
許
可
［
ヲ（
削
除
）ナ
サ
ザ
ル
］
「
決（
朱
筆
）定
」
様
特
ニ
御
取
計
相
成
候
此
段
及

［
御（
削
除
）依
頼
］
「
上（
朱
筆
）申
置
」
候
也

	

　
　
　
　
　
　
　
　
　

記

	
�

十
勝
［
郡
（
削
除
）］
「
國
（
加
筆
）」
十
勝
郡
浦
幌
村
字
上
浦
幌
大
字
浦
幌
村
字
下
浦
幌
基
線

北
一
番
、
三
番
、
五
番
、
七
番
、
九
番
、
十
一
番　

東
一
線
北
一
番
乃
至

十
二
番　

東
二
線
北
二
番
、
四
番
、
六
番
、
八
番
、
十
番
、
十
二
番
地

	

一
未
開
地
百
弐
拾
町
歩�

共
同
牧
場
目
的　
　

�
以
上　
　

	

※　

完
結
結
票
無
記
載
の
た
め
省
略
す

	

（
枠
朱
）
「 

取
（
紫
ス
タ
ン
プ
）
消 

」

	

第
（
朱
筆
）
　

五
九
四　

號
（
朱
筆
）

	

　
　
　
　

未
開
地
賣
拂
願

附（
欄
外
）

	

十
勝
郡
浦
幌
村
大
字
浦
幌
村
字
下
浦
幌

箋

	
�

基
線
北
一
番
、
三
番
、
五
番
、
七
番
、
九
番　

十
番　

十
一
番
地　

東
一
線

北
一
番
乃
至
、
十
二
番　

東
二
線
二
番
、
四
番
、
六
番
、
八
番
、
十
番
、

十
二
番
地

（（
欄
外
）
は
り
紙
有
）

	

一　

未
開
地
百
貳
拾
町
歩�

共
同
牧
場
目
的　
　

	

　
　

但
シ
本
地
内
ノ
樹
木

	

　
　
　

外

	

　
　
　

賣
拂
地
別
紙
ノ
通
リ

	

　
　
　

賣
拂
出
願
中
ノ
モ
ノ
別
紙
調
書
ノ
通
リ

	
�

右
北
海
道
國
有
未
開
地
處
分
法
第
貳
條
及
施
行
規
則
第
七
條
ニ
依
リ
相
當
代

價
ヲ
以
テ
土
地
及
立
木
共
ニ
賣
拂
相
成
度
起
業
経
營
方
法
圖
面
及
賣
出
願
並

ニ
事
業
経
鶯
營
許
可
書
謄
本
、
村
會
議
決
書
謄
本
相
添
此
段
相
願
候
也

	

　
　

大
正
三
年
二
月
一
日

	

　
　
　
　
　
　

 

北
海
道
十
勝
郡
浦
幌
村
代
表
者　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

	

　
　
　
　
　
　

 

北
海
道
十
勝
郡
浦
幌
村
長　
　

水
越　

儀
一

	

　
　

北
海
道
廳
長
官　

中
村　

純
九
郎　

殿　
　
　
　

北
海
道
十

勝
郡
浦
幌

村
長
印
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職（
欄
外
）印	

　
　

リ
支
出
ス
ル
モ
ノ
ト
ス

	

六
、
収
入
計
算
書

	
　
　

�

初
年
ハ
事
業
中
ニ
属
ス
ル
ヲ
以
テ
放
牧
料
金
ヲ
徴
収
セ
ス　

二
年
目
ヨ

リ
馬
匹
放
牧
料
壱
頭
壱
ヶ
月
五
拾
銭
ヲ
徴
収
シ
壱
ヶ
年
貳
百
頭
放
牧

セ
シ
メ
此
料
金
毎
年
百
円
ノ
収
入
ヲ
得
ヘ
キ
予
定
ニ
シ
テ
［
半（
削
除
）額
］

「
五（
加
筆
）歩
」
以
上
ヲ
基
本
財
産
ト
シ
テ
蓄
積
ス
ル
モ
ノ
ト
ス

割（
欄
外
）印	

七
、
放
牧
料

	

　
　

明
ヶ
二
歳
以
上
ノ
牝
馬
壱
頭
五
拾
銭

	

　
　

明
ヶ
二
歳
ハ
壱
頭
貳
拾
五
銭

	

　
　

當
歳
ハ
無
料
ト
ス

	

　
　

放
牧
料
金
ハ
放
牧
ノ
際
徴
収
ス
ル
モ
ノ
ト
ス

	

八
、
圖
面
別
紙
ノ
通
リ

職（
欄
外
）印	

九
、
財
源
調
書

	

　
　

�

土
地
賣
拂
代
金
ハ
本
村
基
本
財
産
蓄
積
金
五
千
貳
百
拾
壱
円
貳
拾
五
銭

八
里
ノ
中
ヨ
リ
支
出
ス
ル
モ
ノ
ト
ス

	

　
　
　

大
正
貳
年
九
月
貳
拾
貳
日　
　

「
村（
加
筆
）長
」

	
�

十
勝
郡
浦
幌
村
長　

東
郷　

重
光　
　
　
　
　
　

	

右
謄
本
也　

職（
欄
外
）印

北
海
道
十

勝
郡
浦
幌

村
長
印



9
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※　

完
結
票
無
記
載
の
為
省
略
す

	

地
第
九
七
〇
号

�

十
勝
郡
浦
幌
村
浦
村
役
場　
　
　
　
　
　

	
�

大
正
三
年
九
月
廿
五
日
浦
第
六
三
四
八
号
申
請
大
字
浦
幌
村
字
下
浦
幌
基
線

北
一
番
三
番
五
番
七
番
九
番
十
一
番
地
、
東
一
線
北
一
番
乃
至
十
二
番
、
東

二
線
北
二
番
四
番
六
番
八
番
十
番
十
二
番
地
ニ
於
テ
未
開
地
百
弐
拾
町
歩
ヲ

基
本
財
産
造
成
目
的
ノ
為
メ
共
同
牧
場
並
ニ
事
業
経
営
ニ
關
シ
賣
拂
出
願
ノ

写（
欄
外
）

	

件
許
可
ス

	

　
　

大
正
三
年
二
月
四
日　
　

北
海
道
庁
河
西
支
庁
長

	

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

北
海
道
廳
支
庁
長　

松
井　

与
一
郎

	

右
謄
本
也

割（
欄
外
）印

	

十
勝
郡
浦
幌
村
會
議
決
書
謄
本

	

　
　
　
　

土
地
賣
拂
出
願
之
件

	
�

十
勝
國
十
勝
郡
浦
幌
村
大
字
浦
幌
村
字
下
浦
幌
基
線
北
壱
番
参
番
五
番
七
番

九
番
拾
壹
番
地
、
東
壱
線
北
壱
番
乃
至
拾
貳
番
地
、
東
貳
線
北
貳
番
四
番
六

番
八
番
拾
番
拾
貳
番
地

	

一
、
未
開
地
百
貳
拾
町
歩

職（
欄
外
）印	

二
、
出
願
地
ノ
樹
木

	

　
　

�

本
地
ハ
既
ニ
所
用
立
木
伐
採
後
ナ
ル
ヲ
以
テ
全
地
内
疎
林
ニ
帰
シ
目
通

径
七
寸
以
下
ノ
雑
木
員
数
約
貳
百
五
十
本
價
挌
ハ
薪
炭
ト
シ
テ
モ
収
入

償
ヒ
難
シ
ト
認
メ
ラ
ル

	

三
、
事
業
ノ
方
法　
　

職（
欄
外
）印	

　

（
イ
）
本
地
ハ
民
有
馬
匹
ノ
共
同
牧
場
ト
シ
テ
経
営
ス
ル
モ
ノ
ト
ス

	

　

（
ロ
）
本
地
ノ
周
囲
ノ
延
長
貳
千
四
百
間
二
牧
柵
ヲ
廻
ラ
ス
モ
ノ
ト
ス

	

　
　
　

（
一
）�

牧
柵
ハ
一
間
毎
ニ
杭
ヲ
建
テ
丸
太
径
五
寸
以
上
ノ
モ
ノ
二
ツ

割
ト
シ
長
八
尺
以
上
ト
シ
根
入
三
尺
ト
シ
二
段
ニ
樌
ヲ
通
シ

高
サ
平
均
五
尺
ト
ス

	

　
　
　

（
二
）
飲
用
水
ハ
細
流
ス
ル
ヲ
以
テ
特
種
ノ
設
備
ヲ
要
セ
ス

	

　
　
　

（
三
）�

牧
舎
及
飼
蓄
ニ
関
ス
ル
設
備
ハ
放
牧
地
附
近
［
外
（
削
除
）］
ニ
於
テ

職（
欄
外
）印	

　
　
　
　
　
　

各
人
ニ
施
設
テ
各
人
ニ
施
設
シ
ア
ル
ヲ
以
テ
之
レ
ラ
設
ケ
ス

	

　

（
ハ
）�

樹
木
ハ
飼
蓄
ノ
陰
影
ヲ
作
ル
為
メ
牧
作
用
木
ヲ
伐
採
ス
ル
外
放
牧

ニ
支
障
ニ
キ
限
リ
伐
採
セ
サ
ル
モ
ノ
ト
ス

	

　

（
二
）�

放
牧
場
ニ
［
内
［
（
削
除
）
三
ヶ
月
間
壱
ヶ
月
三
歳
以
上
ノ
］
牝
馬
「
ヲ
（
加
筆
）」

［
四
（
削
除
）拾
頭
］
放
牧
飼
料
ハ
特
種
ノ
穀
類
ヲ
各
自
ニ
於
テ
與
フ
ル
以

外
ハ
全
地
ニ
生
茂
ス
ル
野
草
ヲ
以
テ
之
ル
ニ
充
ツ

職（
欄
外
）印	

四
、
事
業
配
當
程
度

	
　
　

初
年
木
柵
貳
千
四
百
間
ヲ
完
成
ス
ル
モ
ノ
ト
ス
（
全
延
長
ト
ス
）

	
五
、
事
業
費

	

　
　

金
参
百
六
拾
圓
也

	

　
　

�
但
木
柵
千
四
百
間
造
成
費
壱
間
拾
五
銭
初
年
ニ
於
テ
本
村
特
別
會
計
ヨ
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一
未
開
地
百
貳
拾
町
歩�

共
同
牧
場
目
的　
　

	
　
　

但
本
地
内
ノ
樹
木

	
　
　
　

外
	

　
　
　

賣
拂
別
紙
調
書
ノ
通
リ

	

　
　
　

賣
拂
出
願
中
ノ
モ
ノ
別
紙
調
書
ノ
通
リ

	
�

右
北
海
道
國
有
未
開
地
處
分
法
第
弐
条
及
ヒ
施
行
規
則
第
七
條
ニ
依
リ
相
当

代
價
ヲ
以
テ
土
地
及
立
木
共
ニ
賣
拂
相
成
度
図
面
及
賣
拂
出
願
並
ニ
事
業
経

営
許
可
書
謄
本
幣
并
テ
村
議
會
議
決
書
謄
本
相
添
此
段
相
願
候
也

	

　
　

大
正
四
年　
　

月　
　

日
	

　
　
　
　
　
　
　
　

 

北
海
道
十
勝
郡
浦
幌
村
代
表
者

	

　
　
　
　
　
　
　
　

 

十
勝
郡
浦
幌
村
村
長　
　

東
郷　

重
光

	
�

　
　

長
官　

宛　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

	

　
　
　
　
（
別
紙
ノ
部
）

	

　
　
　
　

賣
拂
地
調
書

	

一
未
開
地
八
町
八
反
七
畝
四
歩
ノ
内
成
功
地
五
町
歩

	

　
　

�

但
明
治
四
拾
三
年
七
月
七
日
北
海
道
十
勝
郡
浦
幌
村
大
字
浦
幌
村
字
下

浦
幌
ニ
於
テ
畑
目
的
ヲ
以
テ
賣
払
ヲ
受
ク

	

一
未
開
地
四
拾
三
町
三
反
四
畝
弐
拾
五
歩
ノ
内
成
功
地
拾
町
歩

	

　
　

�

但
シ
明
治
四
十
四
年
四
月
廿
四
日
北
海
道
十
勝
郡
浦
幌
村
大
字
浦
幌
村

字
上
浦
幌
ニ
於
テ
畑
目
的
ヲ
以
テ
賣
拂
ヲ
受
ク

	

一
未
開
地
九
拾
七
町
九
反
七
畝
歩

	

　
　

�

但
シ
大
正
二
年
四
月
弐
拾
弐
日
北
海
道
十
勝
郡
浦
幌
村
大
字
浦
幌
村
字

ル
シ
ン
ニ
於
テ
畑
目
的
ヲ
以
テ
賣
拂
ヲ
受
ク

	

一
未
開
地
拾
弐
町
九
反
壱
畝
九
歩

	

　
　

�

但
シ
大
正
弐
年
壹
月
弐
拾
三
日
北
海
道
十
勝
郡
浦
幌
村
大
字
浦
幌
村
字

上
浦
幌
ニ
於
テ
畑
目
的
ヲ
以
テ
賣
拂
ヲ
受
ク

	

右
ノ
通
リ

	

　
　

大
正
四
年
八
月　
　

日�

村
長　
　
　
　
　
　

	

　
　
　
　

其
二

	

　
　
　
　

賣
拂
出
願
中
土
地
調
査

	

一
未
開
地
参
町
七
反
五
畝
歩

	

　
　

�

但
シ
大
正
二
年
拾
月
三
日
北
海
道
十
勝
郡
浦
幌
村
大
字
浦
幌
村
字
上
浦

幌
ニ
於
テ
畑
目
的
ヲ
以
テ
出
願
中

	

右
ノ
通
リ

	

　
　

大
正
四
年
八
月　
　

日�

村
長　
　
　
　
　
　

	

　
　
　
　

其
三

�

村
長　
　
　
　
　
　

	
�

　
　

支
廳　

宛　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

割（
欄
外
）印	

　
　
　
　

未
開
地
賣
拂
ニ
關
ス
ル
件

	
�

本
村
内
左
記
ノ
未
開
地
ハ
共
同
牧
場
経
営
上
二
所
モ
樞
要
之
土
地
ニ
付
本
年

四
月
浦
第
五
九
四
号
ヲ
以
テ
存
置
ノ
□
□
□
□
候
所
□
致
該
地
賣
拂
之
□
別

紙
之
通
リ
出
願
候
條
御
調
査
ノ
上
□
□
御
許
可
相
成
候
特
別
之
御
取
計
此
有

候
度
此
段
及
照
會
候
也

	

　
　
　
　
　
　
　
　
　

記

	
�

十
勝
郡
浦
幌
村
大
字
浦
幌
村
字
下
浦
幌
基
線
一
、
三
、
五
、
七
、
九
、
十
一

番
地　

東
一
線
北
一
番
乃
至
十
二
番
地　

東
二
線
北
二
、
四
、
六
、
八
、

一
〇
、
一
二
番
地

	

一
未
開
地
百
弐
拾
町
歩�

共
同
牧
場
目
的　
　

	
�

以
上　
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割
ト
シ
長
ハ
八
尺
以
上
ニ
シ
テ
根
入
三
尺
以
上
ト
ス
二
段
ニ

樌
ヲ
通
シ
高
平
均
五
尺
ト
ス

	
　
　
　

（
二
）
飲
用
水
ハ
細
流
ス
ル
を
以
テ
特
種
ノ
設
備
ヲ
要
セ
ス

	

　
　
　

（
三
）�

牧
舎
及
飼
畜
ニ
關
ス
ル
設
備
ハ
放
牧
地
付
近
ニ
於
テ
各
人
ニ

施
設
シ
ア
ル
ヲ
以
テ
之
ヲ
設
ケ
ス

	

　

（
ハ
）�
樹
木
ハ
飼
畜
ノ
陰
影
ヲ
作
ル
為
メ
木
柵
用
ヲ
伐
採
ス
ル
ノ
外
放
牧

ニ
支
障
ナ
キ
限
リ
伐
採
セ
サ
ル
モ
ノ
ト
ス

	

　

（
ニ
）�

放
牧
場
ニ
ハ
牝
馬
ヲ
放
牧
シ
飼
料
ハ
特
種
ノ
穀
類
ヲ
各
自
ニ
於
テ

與
フ
ル
以
外
ニ
ハ
全
地
ニ
生
茂
ス
ル
野
草
ヲ
以
テ
之
レ
ニ
充
ツ

�

割（
欄
外
）印

	

四
事
業
配
当
程
度�

割（
欄
外
）印

	

　
　

初
年
木
柵
弐
千
四
百
間
ヲ
完
成
ス
ル
モ
ノ
ト
ス
（
全
延
長
ト
ス
）

	

五
事
業
費

職
印
有	　
　

金
参
百
六
拾
圓
也

「
壱（欄
外
）字訂
正
」   　

�

但
シ
木
柵
貳
千
四
百
円
造
営
費
壱
［
□
（
削
除
）］
「
間
（
加
筆
）」
拾
五
銭
初
年
ニ
於
テ

本
村
特
別
會
計
ヨ
リ
支
出
ス
ル
モ
ノ
ト
ス

	

六
収
支
計
算

	

　
　

初
年
ハ
事
業
中
ニ
属
ス
ル
ヲ
以
テ
放
牧
料
ヲ
徴
収
セ
ス

	

　
　

�

二
年
目
ヨ
リ
馬
匹
放
牧
料
壱
頭
壱
ヶ
月
五
拾
銭
ヲ
徴
収
シ
壱
ヶ
年
弐
百

頭
放
牧
セ
シ
メ
此
料
金
毎
年
百
円
ノ
収
入
ヲ
得
ベ
キ
予
定
ト
シ
テ
毎
年

其
五
歩
以
上
ヲ
基
本
財
産
ト
シ
テ
蓄
積
ス
ル
モ
ノ
ト
ス

	

七
放
牧
料

	

　
　

明
二
歳
以
上
ノ
牝
馬
壱
頭
五
拾
銭

	

　
　

明
ヶ
弐
歳
ハ
壱
頭
弐
拾
五
銭

	

　
　

當
歳
ハ
無
料
ト
ス

	

　
　

放
牧
料
金
ハ
放
牧
ノ
際
徴
収
ス
ル
モ
ノ
ト
ス

	

八
地
面
別
紙
ノ
通
リ

	

九
財
源
調
書

	

　
　

�

土
地
賣
払
代
金
ハ
本
村
基
本
財
産
蓄
積
金
五
千
貳
百
拾
壱
円
貳
拾
五
銭

八
厘
中
ヨ
リ
支
出
ス
ル
モ
ノ
ト
ス

	
�

右
本
村
基
本
財
産
ノ
造
成
ノ
目
的
ヲ
以
テ
共
同
牧
場
ト
シ
テ
賣
拂
出
願
ス
ル

モ
ノ
ト
ス

	

　
　

大
正
弐
年
九
月
弐
拾
弐
日

�

割（
欄
外
）印

�

十
勝
郡
浦
幌
村
長　

東
郷　

重
光　
　
　
　
　
　
　
　
　

	

右
謄
本
也　

附（
欄
外
）

箋	

附
箋
文　

�

以
上
大
正
四
年
十
一
月
二
十
日
付
付
浦
第
一
、
五
三
七
号
ヲ
以
テ

文	

　
　
　
　

進
達
一
活
書
類

	

大
正
四
年
八
月
六
日
發
議

	

大
正
四
年
八
月
七
日
判
決　
　

浄
書　

㊞　
　

校
合　

㊞

	

大
正
四
年
〃
月
〃
日
扱
濟

割（
欄
外
）印	

　
　

村　

長　

㊞　
　

首
席　

㊞　
　

「
庶（
加
筆
）務
」
係　

㊞　
　

起
案
者　

㊞

	

番
號　

浦
第
一
、
五
七
三
號　
　

北
海
道
十
勝
郡
浦
幌
村
「
村（
加
筆
）長
」

完（
欄
外
）

	

　
　

北
海
道
庁
長
官�

宛　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

結	
件
名　

未
開
地
賣
拂
願

票	
�

十
勝
國
十
勝
郡
浦
幌
村
大
字
浦
幌
村
字
下
浦
幌
基
線
北
一
、
三
、
五
、
七
、

九
、
十
一
番
地
、
及
、
東
一
線
北
一
番
乃
至
十
二
番
地
、
東
二
線
北
二
番

四
、
六
、
八
、
一
〇
番
地

北
海
道
十

勝
郡
浦
幌

村
長
印

北
海
道
十

勝
郡
浦
幌

村
長
印
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北
海
道
庁
河
西
支
廳
長　

	
　
　

大
正
三
年
二
月
四
日　
　

北
海
道
庁
支
廳
長　

松
井　

与
一
郎　

	
右
謄
本
也　

	

　
　

十
勝
郡
浦
幌
村
會
議
決
書
謄
本

�

割（
欄
外
）印

	

　
　
　
　

地
賣
拂
出
願
之
件

	
�

十
勝
國
十
勝
郡
浦
幌
村
大
字
浦
幌
村
字
下
浦
幌
基
線
北
壱
番
参
番
五
番
七
番

九
番
拾
壱
番
東
壱
線
北
壱
番
之
至
拾
弐
番
地　

東
弐
線
北
弐
番
四
番
六
番
八

番
十
番
拾
弐
番
地

	

一
未
開
地　

百
貳
拾
町
歩

	

二
出
願
地
ノ
樹
木

	

　
　

�

本
地
ハ
既
ニ
所
用
立
木
伐
採
後
ナ
ル
ヲ
以
テ
全
地
内
疎
林
ニ
帰
シ
目
通

径
七
寸
以
下
ノ
雑
木
員
数
約
貳
百
五
拾
本
價
挌
ハ
薪
炭
材
ト
シ
テ
モ
収

入
償
ヒ
難
シ
ト
認
メ
ラ
ル

	
三
事
業
方
法

	
　

（
イ
）
本
地
ハ
民
有
馬
匹
ノ
共
同
牧
場
ト
シ
テ
経
営
ス
ル
モ
ノ
ト
ス

	

　

（
ロ
）
本
地
ノ
周
囲
ノ
延
長
貳
千
四
百
間
ニ
木
柵
ヲ
廻
ス
モ
ノ
ト
ス

	

　
　
　

（
一
）�

木
柵
ハ
一
間
毎
ニ
杭
ヲ
建
テ
丸
太
径
五
寸
以
上
ノ
モ
ノ
二
ッ

北
海
道
十

勝
郡
浦
幌

村
長
印
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割（
欄
外
）印	

　
　
　
　

未
開
地
賣
拂
ニ
關
ス
ル
件

	
�

本
村
内
ニ
於
ケ
ル
左
記
ノ
未
開
地
ハ
共
同
牧
場
經
營
上
樞
要
ノ
土
地
ニ
付
本

年
四
月
浦
第
五
九
四
号
ヲ
以
テ
存
置
ノ
□
上
□
致
置
候
一
町
□
被
該
土
地
賣

拂
之
□
別
紙
之
通
出
願
候
條
御
調
査
ノ
早
急
ニ
御
許
可
相
成
候
様
特
ニ
御
取

計
有
之
度
此
段
及
照
會
候
也

	

　
　
　
　
　
　
　
　
　

記
	

十
勝
郡
浦
幌
村
大
字
浦
幌
村
字
下
浦
幌
壱
七
線

	

一
、
三
、
五
、
七
、
一
一
番
地
東
一
線

	

北
一
番
乃
至
十
二
番
地　

東
二
線
北
二
、
四
、
六
、
八
、
一
〇
、
一
二
番
地

	

一　

未
開
地
百
弐
拾
町
歩�

共
同
牧
場
目
的　
　

	
�

以
上　
　

「（
朱
筆
）村長
」

　	

「
首（
朱　

席筆
）
」

　	

　
　

「
大
（
欄
外
朱
筆
）
正
四
年
九
月
十
七
日　

主
任
」

	

　
　
　
　

賣
払
地
調
査

	

［
一
未
（
全
文
削
除
）
開
地
八
町
八
反
七
畝
四
歩
ノ
内
成
功
地
五
町
歩

	

　
　

�

但
明
治
四
十
三
年
七
月
七
日
北
海
道
十
勝
郡
浦
幌
村
大
字
浦
幌
村
字
下

浦
幌
ニ
於
テ
畑
目
的
ヲ
以
テ
賣
払
ヲ
受
ク
］

	

［
一
未
（
全
文
削
除
）
開
地
四
拾
参
町
三
反
四
畝
弐
拾
五
歩
ノ
内
成
功
地
拾
町
歩

	

　
　

�

但
明
治
四
十
四
年
四
月
廿
四
日
北
海
道
十
勝
郡
浦
幌
村
大
字
浦
幌
村
字

上
浦
幌
ニ
於
テ
畑
目
的
ヲ
以
テ
賣
払
ヲ
受
ク
］

	

一
未
開
地
九
拾
七
町
九
反
七
畝
歩

	

　
　

�

但
大
正
二
年
四
月
廿
二
日
北
海
道
十
勝
郡
浦
幌
村
大
字
浦
幌
村
字
ル
シ

ン
ニ
於
テ
畑
目
的
ヲ
以
テ
賣
払
ヲ
受
ク

	

一
未
開
地
壱
貳
町
九
反
壱
畝
九
歩　
　
　

公
印
有	

但
大
正
弐
年
壱
月
弐
拾
参
日
北
海
道
十
勝
郡
浦
幌
村
大
字
浦
幌
村
字
下
浦
幌

壱
字
除	

［
村
（
削
除
）］
ニ
於
テ
畑
目
的
ヲ
以
テ
賣
払
ヲ
受
ク

	

一
未
開
地
参
町
［
七
（
削
除
）］
「
壱
（
加
筆
）」
反
［
五
（
削
除
）］
「
七
（
加
筆
）」
畝
「
拾（
加
筆
）五
」
歩

	

「
右（
削
除
）之
通
」�

但
大
正
四
年
四
月
［
三
］
「
廿
一
」
日
北
海
道
十
勝
郡
浦
幌
村

大
字
浦
幌
村
字
上
浦
幌
ニ
於
テ
畑
目
的
ヲ
以
テ
賣
払
ヲ
受
ク

	

右
之
通
リ

	

　
　

大
正
四
年
［
九
（
削
除
）］
「
十（
加
筆
）一
」
月
［
七
（
削
除
）］
「
二（
加
筆
）十
」
日

	
�

十
勝
郡
浦
幌
村
長　

東
郷　

重
光　
　
　
　
　
　

	

地
第
九
七
〇
号

�

十
勝
郡
浦
幌
村
役
場　
　
　
　
　
　
　

	
�

大
正
弐
年
九
月
廿
五
日
浦
第
六
三
四
八
号
申
請
大
字
浦
幌
村
字
下
浦
幌
基
線

五
番
七
番
九
番
十
一
番
地
、
東
一
線
北
壱
番
乃
至
十
二
番
、
東
二
線
北
二
番

四
番
六
番
八
番
十
番
十
二
番
地
ニ
於
テ
未
開
地
百
弐
拾
町
歩
ヲ
基
本
財
産
造

成
目
的
ノ
為
メ
共
同
牧
場
並
ニ
事
業
経
営
ニ
關
シ
賣
拂
出
願
ノ
件
許
可
ス

左
記
事
由
ニ
依
リ
一
應
返
付
ス

　
　
　
　

願
地
ハ
未
公
示
地
ニ
付

「
庶（
朱
筆
）務
」

「
本（
朱
筆
）件
□
豫
□
ノ
上
ハ
一
□
□
□
取
計
可
□
払
□
」

　
　
　

大
正
四
年
八
月
十
九
日北

海
道
廳
河
西
支
廳　
　
　
　
　
　
　

紙　箋　附

北
海
道

廳
河
西

支
廳
印

北
海
道
十

勝
郡
浦
幌

村
長
印
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目
的
以
外
近
キ
将
来
ニ
於
テ
仝
地
内
ニ
牝
馬
種
付
所
設
置
ヲ
仰
ク
ベ
ク
目

下
其
筋
ニ
着
々
交
渉
ヲ
進
メ
ツ
ヽ
［
ア（
削
除
）ル
］
ア
リ
又
全
地
内
ニ
常
ニ
清
泉
湧

出
シ
テ
四
季
涸
線
ス
ル
コ
ト
ナ
ク
浦
幌
市
街
住
民
六
百
余
人
ノ
飲
料
水
ハ
悉

ク
之
ニ
頼
ラ
サ
ル
ベ
カ
ラ
サ
ル
次
第
ニ
シ
テ
［
此
（
削
除
）汲
場
設
置
シ
以
テ
飲
料
水

需
要
上
ニ
至
便
ヲ
計
ル
ノ
］
「
公
（
朱
で
加
筆
）
共
ノ
利
益
保
存
上
永
遠
ニ
維
持
保
存
ス
ル

ノ
」
必
要
モ
有
之
［
□
（
削
除
）］
「
モ
（
朱
で
加
筆
）
ノ
ト
被
存
候
條
」
仝
地
ハ
是
非
本
村
有
ニ
致

シ
度
切
望
ニ
候
處
特
別
ノ
御
詮
議
ヲ
以
テ
本
村
ニ
賣
拂
許
可
相
成
様
御
取
計

相
「
仰
（
削
除
）］
「
成
（
朱
加
筆
）」
度
此
段
相
願
候
也

	

完
結
票

	

「
浦
（
朱
印
）第
」
「
一
（
黒
筆
），
五
三
七
」
「
號
（
朱
印
）」

	

　
　
　
　

未
開
地
賣
払
願�

「（
紫
ス
タ
ン
プ
）

取
消
」　
　
　
　
　

	

十
勝
國
十
勝
郡
浦
幌
村
大
字
浦
幌
村�

㊞
（
受
付
印
有
）　
　
　
　
　

	

基
線
北
一
、
三
、
五
、
七
、
十
一
番
地
及
東
一
線
北
壱
番
乃
至
十
二
番
地
、

割（
欄
外
）印	

東
二
線
北
二
番
、
四
、
六
、
八
、
一
〇
、
一
二
番
地

割（
欄
外
）印	

一
、
未
開
地　

百
貳
拾
町
歩�

共
同
放
牧
地
目
的　
　

	

　
　

但
本
地
内
ノ
樹
木

	

　
　
　

外

	

　
　
　

賣
拂
地
別
紙
調
書
ノ
通
リ

	

　
　
　
［
賣（
削
除
）拂
出
願
中
ノ
モ
ノ
別
紙
調
査
ノ
通
リ
］ 

	
�

右
北
海
道
國
有
未
開
地
處
分
法
第
弐
条
及
ヒ
施
行
規
則
第
七
条
ニ
依
リ
相
當

代
價
ヲ
以
テ
土
地
及
ヒ
立
木
共
ニ
賣
拂
相
成
度
図
面
及
ヒ
賣
拂
出
願
並
ニ
事

業
経
営
許
可
書
謄
本
並
ニ
村
議
會
議
決
書
謄
本
相
添
此
段
相
願
候
也

	

　
　

大
正
四
年
［
八
（
削
除
）］｢

十（
加
筆
）一｣

月
［［

七
（
削
除
）］｢

二（
加
筆
）十｣

日

	

　
　
　

北
海
道
十
勝
郡
國
十
勝
郡
浦
幌
村
代
表
者　

	

　
　
　

北
海
道
十
勝
郡
國
十
勝
郡
浦
幌
村
長　

東
郷　

重
光　

	

北
海
道
廳
長
官
［
西
（
削
除
）久
保　

弘
道
］
「
俵
（
加
筆
）
　

孫
一
」
殿

	

「
浦（
朱
印
）第
」
一
、
五
三
七
「
號
（
朱
印
）」　
　

㊞
「
受
（
紫
ス
タ
ン
プ
）

付
印
有
」
「
受
（
朱
ス
タ
ン
プ
）

付
印
有
」

	

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

「
取
（
紫
ス
タ
ン
プ
）

消
」

	

　
　

大
正
四
年
八
月
七
日

	
�

十
勝
郡
浦
幌
村
長　

東
郷　

重
光　
　
　
　
　
　

	
　
　

河
西
支
廳

完結

大
正　
　

年　

月　
　

日

村
　

長

首
　

席

主
　

任

目類保存

年　

枚數

一
〇　

枚　

　

第　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

號　

北
海
道
十

勝
郡
浦
幌  

村
長
印

北
海
道
十

勝
郡
浦
幌  

村
長
印
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割（
欄
外
）印	

	

發
送
番
號　

第
一
、
六
五
一
號�

北
海
道
十
勝
郡
浦
幌
村
「
長
（
加
筆
）」

完（
欄
外
）

	

　
　

河
西
支
廳�

宛　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

結票	

件
名　

建
物
購
買
ニ
関
ス
ル
件

	
�

本
村
字
下
浦
幌
元
下
總
牧
場
内
ニ
建
設
シ
ア
ル
建
物
ハ
是
迄
下
總
要
蔵
家
族

居
住
致
リ
候
處
今
回
該
建
物
ヲ
悉
皆
賣
却
シ
他
ヘ
轉
居
ノ
筈
ニ
付
該
土
地
ハ

本
村
ニ
於
テ
賣
拂
出
願
中
ニ
モ
有
リ
之
右
建
物
ハ
所
來
本
村
ニ
於
テ
牝
馬
種

付
所
設
置
等
必
要
モ
有
リ
候
ニ
付
本
村
有
ト
シ
テ
買
入
置
度
候
条
貴
廳
ニ
於

テ
御
差
支
無
之
候
哉
至
急
何
分
ノ
御
回
報
相
煩
度
此
段
及
御
照
會
候
也

	

※　

完
結
票
記
載
無
に
付
き
省
略
す

「（
欄
外
加
筆
）

大
正
六
年	

大
正  

五  

年  

七  

月
二
十
二
日
發
議

十
月
九
日
庶	

大
正  

五  

年  

七  

月
二
十
二
日
判
決　
　

浄
書　

㊞　
　

校
合　

㊞　

第
六
四
五
号	

大
正  

五  

年  

七  

月
二
十
二
日
扱
濟

ヲ
以
テ
更
ニ 

売
払
願
書
提	　
　

村　

長　
　

㊞　
　

首
席　

㊞　
　
　
　
　

係　

㊞　
　

起
案
者　

㊞

出
ニ
付
本
件

ハ
完
結
ト
ナ	

番
號　

浦
第
一
、
五
三
七
號　

北
海
道
十
勝
郡
浦
幌
村
「
長
（
加
筆
）」

ル
」完（

欄
外
）

	

　
　

河
西
支
廳�

宛　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

結	

件
名　

［
浦（
削
除
）第
一
、
五
三
七
号
ノ
件
］
「
未（
加
筆
）開
地
賣
拂
願
ノ
」
件

票	
�

十
勝
國
十
勝
郡
浦
幌
村
大
字
浦
幌
村
字
下
浦
幌
基
線
「
第
（
削
除
）」
「
北
（
加
筆
）」
一
、

三
、
五
、［
五
（
削
除
）］
「
七
（
加
筆
）」
、
一
一
番
地
、
東
一
線
北
一
番
地
之
至
十
二
番
、

東
二
線
北
二
、
四
、
六
、
八
、
一
〇
、
一
二
番
地

	

一
、
未
開
地　

百
弐
拾
町
歩�

共
同
牧
場
目
的　
　

	
�

右
ノ
土
地
本
村
基
本
財
産
造
成
目
的
ヲ
以
テ
賣
拂
出
願
候
處
本
地
ハ
未
公
示

ノ
モ
ノ
ナ
ル
ヲ
以
テ
願
書
却
下
相
成
候
モ
「
右（
加
筆
）ハ
」
基
本
財
産
造
成
ノ
目
的

以
前
当
公
共
ノ
利
益
保
上
是
非
共
本
村
有
ト
シ
テ
保
存
致
度
「
候（
加
筆
）条
」
特
別

ノ
御
詮
議
ヲ
以
テ
賣
拂
許
可
相
成
候
様
御
取
計
相
成
度
旨
昨
四
年
十
一
月
廿

日
付
浦
第
一
、
五
三
七
号
ヲ
以
テ
［
御
（
削
除
）願
申
上
］
「
願
（
加
筆
）書
提
出
」
致
候
次
第

ニ
シ
テ
再
度
来
聴
ノ
際
特
ニ
事
情
倭
陳
致
候
次
第
モ
有
之
「
目（
加
筆
）下
」
賣
拂
公

示
方
ニ
付
テ
ハ
夫
々
御
［
配（
削
除
）慮
］
「
手（
加
筆
）続
」
中
ノ
事
ト
ハ
然
存
候
□
□
種
々

ナ
ル
事
情
モ
有
シ
至
急
「
賣（
加
筆
）拂
」
出
願
致
度
存
候
条
此
上
ノ
御
配
［
慮
（
削
除
）］
意

ヲ
以
テ
速
々
公
示
相
成
候
様
御
取
計
相
成
候
度
此
段
及
御
願
候
也

	

注　

完
結
票
記
載
無
に
付
き
省
略
す

	

大
正　
　

年
十
一
月
二
十
日
發
議

	

仝　

  

四  

年
十
一
月
二
十
日
判
決　
　

浄
書　

「
平（
加
筆
）賀
」　
　

校
合

	

仝　

  

四  

年
十
一
月
二
十
日
扱
濟

割（
欄
外
）印	

　
　

村　

長　
　

㊞　
　

首
席　

㊞　
　
　
　
　
　

係　

㊞　

起
案
者　

㊞

	

番
号　

浦
第
一
、
五
三
七
號　

北
海
道
十
勝
郡
浦
幌
村
「
長
（
加
筆
）」

完（
欄
外
）

	

　
　

河
西
支
廳�

宛　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

結	

件
名　

未
開
地
賣
拂
願
ノ
件

票	
�

十
勝
國
十
勝
郡
浦
幌
村
大
字
浦
幌
村
字
下
浦
幌
基
線
北
一
、
三
、
五
，
七
、

九
、
十
一
番
地
及
東
一
線
北
一
番
乃
至
十
二
番
地
、
東
二
線
北
二
番
四
、

六
、
八
、
一
〇
、
一
二
番
地

	

一
、
未
開
地
百
弐
拾
町
歩�

共
同
放
牧
地
目
的　
　

	
�

右
土
地
ニ
対
シ
基
本
財
産
造
成
ノ
為
メ
別
紙
ノ
通
リ
賣
拂
願
處
願
書
記
載
ノ

大
正　

年　

月　

日
裁
決
大
正
四
年
九
月
二
十
一
日
扱
濟
浄
寫
㊞
校
合
㊞

村　

長　

㊞

大
正
四
年
九
月
二
十
一
日
起
案
　

主
任　

㊞

首
席

係
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毎
年
其
五
歩
以
上
ヲ
基
本
財
産
ト
シ
テ
蓄
積
ス
ル
モ
ノ
ト
ス

	

七
、
放
牧
料

	
　
　

明
二
歳
以
上
ノ
牝
馬
一
頭
金
五
拾
銭

	

　
　

明
二
歳
ハ
一
頭
金
貳
五
拾
銭

	

　
　

當
歳
ハ
無
料
ト
ス

　
　
　 

「（
削
除
）
八
」
放
牧
料
金
ハ
放
牧
ノ
際
徴
収
ス
ル
モ
ノ
ト
ス

	

八
、
図
面
別
紙
ノ
通
リ

	

九
、
財
源
調
査
書

	

　
　

�

土
地
賣
拂
代
金
ハ
本
村
基
本
財
産
蓄
積
金
五
千
貳
百
拾
壱
円
貳
拾
五
銭

八
厘
中
ヨ
リ
支
出
ス
ル
モ
ノ
ト
ス

	
�

右
本
村
基
本
財
産
ノ
造
成
ノ
目
的
ヲ
以
テ
共
同
牧
場
ト
シ
テ
賣
拂
出
願
ス
ル

モ
ノ
ト
ス

	

　
　

大
正
二
年
九
月
二
十
二
日

�

十
勝
郡
浦
幌
村
長　

東
郷　

重
光　
　
　
　
　
　

	

「（
全
文
朱
筆
）

［
右
謄
本
（
削
除
印
有
）
也
］

	

右
原
本
ニ
ヨ
リ
謄
写
ス

	

　
　

大
正
六
年
十
月　
　

日

	

　
　
　
　
　
　
　
　

浦
幌
村
長
名
」　
　
　
　
　

	

大
正
四
年　

九
月
二
十
七
日
發
議

	

大
正　

年　
　

月　
　
　

日
判
決　
　

浄
書　

㊞　
　

校
合　

㊞

	

大
正　

年　

〃
月　

〃　

日
扱
濟

割（
欄
外
）印	

　
　

村　

長　
　

㊞　

首
席　
　

㊞　
「（
加
筆
）
庶
務
」
係　

㊞　
　

起
案
者　

㊞

完（
欄
外
）

	

番
號　

浦
第
一
、
六
五
一
號　
　

北
海
道
十
勝
郡
浦
幌
村
「
長
（
加
筆
）」

結票	

　
　

河
西
支
廳�

宛　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

	

件
名　

未
開
地
處
分
法
ニ
關
ス
ル
件

付（
欄
外
）

	
�

本
村
字
下
浦
幌
元
下
總
牧
場
ニ
現
存
シ
ア
ル
建
物
「
ヲ（
加
筆
）今
回
他
人
ニ
売
却
ス

箋	

ル
趣
旨
該
建
物
ハ
」
仝
建
物
返
還
慮
分
セ
ラ
ル
ヽ
ト
仝
時
ニ
國
［
ノ
（
削
除
）］
有

	
�

ニ
帰
シ
タ
ル
後
ニ
作
成
御
取
調
特
急
何
分
ノ
御
［
回
（
削
除
）］
「
□（
加
筆
）確
」
報
相
煩
シ

度
此
段
及
御
依
頼
候
也

	

付
箋
文�

（
受
付
印
有
）
河
西
支
廳　
　
　
　
　
　

	

　

左
記
事
由
ニ
依
リ
及
送
付
候
也
（
付
箋
ハ
此
儘
添
付
ヲ
要
ス
）

�

大
正　

年　

月　

日

	

　

�

本
照
会
ハ
賣
拂
［
有（
削
除
）ニ
］
ニ
付
許
可
ナ
ル
ヤ
否
ヤ
ノ
照
会
ナ
ル
ヤ
［
又
（
削
除
）］

然
シ
下
總
要
藏
建
物
買
入
［
ニ
（
削
除
）付
當
］
ル
ル
モ
ノ
ナ
レ
ハ
相
當
手
續
ヲ
要

ス
（
不
動
産
（
建
物
）
ニ
対
ス
ル
権
利
取
得
ハ
支
廳
長
ノ
許
可
ヲ
要
ス　

右
要
否
ノ
照
会
ト
セ
ハ
勿
論
必
須
ノ
要
件
御
承
知
相
成
度
）

	

　

注　

完
結
票
記
載
無
付
き
略
す

	

「
浦（
朱
筆
）第
」
一
、
六
五
一
「
號
（
朱
筆
）」�

（
受
付
印
有
）　
　
　
　
　

	

　
　

大
正
四
年
九
月
二
十
一
日

�

十
勝
郡
浦
幌
村
長　

東
郷 

重
光　
　
　
　
　
　

割（
欄
外
）印	

　
　

河
西
支
廳　

御
中

	

　
　
　
　

建
物
購
買
ニ
関
ス
ル
件

	
�

本
村
字
下
浦
幌
元
下
總
牧
場
内
ニ
建
設
シ
ア
ル
建
物
ハ
是
迄
下
總
要
蔵
家
族

	

居
住
致
居
リ
候
処
今
回
該
建
物
ヲ
悉
皆
賣
却
シ
他
ヘ
轉
居
ノ
筈
ニ
付
該
土
地

	
�

ハ
本
村
ニ
於
テ
賣
拂
出
願
中
ニ
モ
有
リ
之
右
建
物
ハ
将
来
本
村
ニ
於
テ
牝
馬

種
付
所
設
置
ニ
付
必
要
ニ
有
之
候
ニ
付
本
村
有
ト
シ
テ
買
入
置
度
候
条
貴
廳

ニ
於
テ
御
差
支
無
之
候
哉
至
急
何
分
ノ
御
回
報
相
煩
度
此
段
及
御
照
會
候
也

北
海
道
十

勝
郡
浦
幌  

村
長
印



1

− 65 −

  
村
有
土
地
ニ
關
ス
ル
書
類 

⑾

三
　
浦
　
直
　
春
　
解
読

	

地
第
九
七
〇
號

�

十
勝
郡
浦
幌
村
役
場　
　
　
　
　
　

	
�

大
正
貳
年
九
月
貳
拾
六
日
浦
第
六
三
四
八
號
申
請
大
字
浦
幌
村
字
下
浦
幌
基

線
北
一
番
、
三
番
、
五
番
、
七
番
、
九
番
、
十
一
番
地
、
東
一
線
北
一
番
乃

至
十
二
番
、
東
二
線
北
二
番
、
四
番
、
六
番
、
八
番
、
十
番
、
十
二
番
地
ニ

於
テ
未
開
地
百
貳
拾
町
歩
ヲ
基
本
財
産
造
成
目
的
ノ
為
メ
共
同
牧
場
並
ニ
事

業
経
営
ニ
関
シ
賣
拂
出
願
ノ
件
許
可
ス

	

　
　

大
正
参
年
貳
月
四
日

	
�

北
海
道
廳
河
西
支
廳
長
北
海
道
廳
支
廳
長
松
井
與
一
郎　
　

	

「（
全
文
朱
筆
）

右
［
謄
本
（
削
除
印
有
）
也
］
原
本
ヨ
リ
謄
写
ス

	

　
　

大
正
六
年
十
月　
　

日�

浦
幌
村
長
名
」　
　
　
　
　

	

　
　
　
　

土
地
賣
拂
出
願
ノ
件

	
�

十
勝
國
十
勝
郡
浦
幌
村
大
字
浦
幌
村
字
下
浦
幌
基
線
北
一
番
、
三
番
、
五

番
、
七
番
、
九
番
、
十
一
番
地
、
東
一
線
北
一
番
乃
至
十
二
番
地
、
東
二
線

北
二
番
、
四
番
、
六
番
、
八
番
、
十
番
、
十
二
番

	

一
、
未
開
地　

百
貳
拾
町
歩

	

二
、
出
願
地
ノ
樹
木

	

　
　

�

本
地
ハ
既
ニ
所
用
立
木
伐
採
後
ナ
ル
ヲ
以
テ
全
地
内
踈
林
ニ
帰
シ
目
通

経
七
寸
以
下
ノ
雑
木
員
数
約
百
五
十
本
價
格
ハ
薪
炭
材
ト
シ
テ
収
入
償

ヒ
難
シ
ト
認
メ
ラ
ル

	

三
、
事
業
方
法

	

　

（
イ
）
本
地
ハ
民
有
馬
匹
ノ
共
同
牧
場
ト
シ
テ
経
営
ス
ル
モ
ノ
ト
ス

	

　

（
ロ
）
本
地
ノ
周
囲
ノ
延
長
貳
千
四
百
間
ニ
木
柵
ヲ
廻
ス
モ
ノ
ト
ス

	

　
　

（
１
）�

木
柵
ハ
一
間
毎
ニ
杭
ヲ
建
テ
丸
太
経
五
寸
以
上
ノ
モ
ノ
二
ッ
割

ニ
シ
長
サ
八
尺
以
上
ニ
シ
テ
根
入
三
尺
以
上
ト
ス　

二
段
ニ
樌

ヲ
通
シ
高
平
均
五
尺
ト
ス

	

　
　

（
２
）
飲
料
水
ハ
細
流
ス
ル
ヲ
以
テ
特
種
ノ
設
備
ヲ
要
ス

	

　
　

（
３
）�

牧
舎
及
飼
畜
ニ
關
ス
ル
設
備
ハ
放
牧
地
附
近
ニ
於
テ
各
人
ニ
施

設
シ
ア
ル
ヲ
以
テ
之
ヲ
設
ケ
ス

	

　

（
ハ
）�

樹
木
ハ
飼
畜
ノ
陰
影
ヲ
作
ル
為
メ
木
柵
用
木
ヲ
伐
採
ス
ル
ノ
外
放

牧
ニ
支
障
ナ
キ
限
リ
伐
採
セ
サ
ル
モ
ノ
ト
ス

	

　

（
ニ
）�

放
牧
場
ニ
ハ
牝
馬
ヲ
放
牧
シ
飼
料
ハ
特
種
ノ
穀
物
ヲ
各
自
ニ
於
テ

與
フ
ル
以
外
ニ
ハ
全
地
ニ
生
茂
ス
ル
野
草
ヲ
以
テ
之
レ
ニ
充
ツ

	

四
、
事
業
配
当
程
度

	

　
　

初
年
木
柵
貳
千
四
百
間
ヲ
完
成
ス
ル
モ
ノ
ト
ス
（
全
延
長
ト
ス
）

	

五
、
事
業
費

	

　
　

金
参
百
六
拾
円
也

	

　
　

�

但
木
柵
千
四
百
間
造
営
費
壱
間
拾
五
銭　

初
年
ニ
於
テ
本
村
特
別
會
計

ヨ
リ
支
出
ス
ル
モ
ノ
ト
ス

	
六
、
収
支
計
算
書

	
　
　

初
年
ハ
事
業
中
ニ
属
ス
ル
ヲ
以
テ
放
牧
料
金
ヲ
徴
収
セ
ス

	

　
　

�
二
年
目
ヨ
リ
馬
匹
放
牧
料
一
頭
一
ヶ
月
金
五
拾
銭
ヲ
徴
収
シ
一
ヶ
年

二
百
頭
放
牧
セ
シ
メ
此
料
金
毎
年
百
円
ノ
収
入
ヲ
得
ベ
キ
予
定
ニ
シ
テ
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